
第６８回神河町議会定例会に提出された議案

○町長提出議案

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

第 １ 号 議 案 神河町行政不服審査会条例制定の件

第 ２ 号 議 案 神河町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る

手数料に関する条例制定の件

第 ４ 号 議 案 神河町課設置条例の一部を改正する条例制定の件

第 ５ 号 議 案 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定の件

第 ６ 号 議 案 神河町税条例及び神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制

定の件

第 ７ 号 議 案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等の一部を改正す

る条例制定の件

第 ８ 号 議 案 神河町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び神河町消防団

員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件

第 ９ 号 議 案 神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例制定の件

第１０号議案 旧神河町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一

部を改正する条例制定の件

第１１号議案 神河町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定の件

第１２号議案 神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件

第１３号議案 神河町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

第１４号議案 神河町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

の件

第１５号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第１６号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第１７号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第１８号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第２０号議案 平成２７年度神河町一般会計補正予算（第７号）

第２１号議案 平成２７年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）

第２２号議案 平成２７年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

第２３号議案 平成２７年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）

第２４号議案 平成２７年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
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第２５号議案 平成２７年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）

第２６号議案 平成２７年度神河町老人訪問看護事業特別会計補正予算（第４号）

第２７号議案 平成２７年度神河町産業廃棄物処理事業会計補正予算（第２号）

第２８号議案 平成２７年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

第２９号議案 平成２７年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

第３０号議案 平成２７年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

第３１号議案 平成２７年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第４号）

第３２号議案 平成２８年度神河町一般会計予算

第３３号議案 平成２８年度神河町介護療育支援事業特別会計予算

第３４号議案 平成２８年度神河町国民健康保険事業特別会計予算

第３５号議案 平成２８年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算

第３６号議案 平成２８年度神河町介護保険事業特別会計予算

第３７号議案 平成２８年度神河町土地開発事業特別会計予算

第３８号議案 平成２８年度神河町老人訪問看護事業特別会計予算

第３９号議案 平成２８年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算

第４０号議案 平成２８年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算

第４１号議案 平成２８年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算

第４２号議案 平成２８年度神河町水道事業会計予算

第４３号議案 平成２８年度神河町下水道事業会計予算

第４４号議案 平成２８年度公立神崎総合病院事業会計予算

第４５号議案 神河町かみかわ桜の山桜華園条例制定の件

第４６号議案 神河町公の施設（かみかわ桜の山桜華園）の指定管理者指定の件

第４７号議案 センター長谷証明窓口業務の委託契約の件

承 認 第 １ 号 神河町男女共同参画推進計画の策定の件

承 認 第 ２ 号 第２期かみかわ教育創造プラン（神河町教育基本計画）の策定の件

承 認 第 ３ 号 神河町歴史文化基本構想の策定の件

○議会提出議案

発 議 第 １ 号 神河町議会委員会条例の一部を改正する条例制定の件

発 議 第 ２ 号 神河町議会議員の議員報酬、費用弁償及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例制定の件
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神河町告示第６号

第68回神河町議会定例会を次のとおり招集する。

平成28年２月22日

神河町長 山 名 宗 悟

１ 期 日 平成28年３月１日

２ 場 所 神河町役場 議場

○開会日に応招した議員

藤 原 裕 和 小 寺 俊 輔

藤 原 日 順 松 山 陽 子

山 下 皓 司 三 谷 克 巳

宮 永 肇 小 林 和 男

藤 原 資 広 藤 森 正 晴

廣 納 良 幸 安 部 重 助

○応招しなかった議員

な し
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平成28年 第68回（定例）神 河 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成28年３月１日（火曜日）

議事日程（第１号）

平成28年３月１日 午前９時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

日程第５ 第１号議案 神河町行政不服審査会条例制定の件

第２号議案 神河町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に

係る手数料に関する条例制定の件

日程第６ 第３号議案 神河町かみかわ桜の山桜華園条例制定の件

日程第７ 第４号議案 神河町課設置条例の一部を改正する条例制定の件

日程第８ 第５号議案 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定の

件

日程第９ 第６号議案 神河町税条例及び神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例制定の件

日程第10 第７号議案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等の一部を改

正する条例制定の件

日程第11 第８号議案 神河町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び神河町消

防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件

日程第12 第９号議案 神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例制定の件

第10号議案 旧神河町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例

の一部を改正する条例制定の件

日程第13 第11号議案 神河町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定の件

日程第14 第12号議案 神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件

日程第15 第13号議案 神河町指定地域密着型サービスの事業の人員､ 設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

第14号議案 神河町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員､ 設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第16 第15号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件
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第16号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第17号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第18号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

日程第17 第19号議案 神河町公の施設（かみかわ桜の山桜華園）の指定管理者指定の件

日程第18 第20号議案 平成27年度神河町一般会計補正予算（第７号）

日程第19 第21号議案 平成27年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）

日程第20 第22号議案 平成27年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第21 第23号議案 平成27年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

４号）

日程第22 第24号議案 平成27年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第23 第25号議案 平成27年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）

日程第24 第26号議案 平成27年度神河町老人訪問看護事業特別会計補正予算（第４号）

日程第25 第27号議案 平成27年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第26 第28号議案 平成27年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

日程第27 第29号議案 平成27年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第28 第30号議案 平成27年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

日程第29 第31号議案 平成27年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第４号）

日程第30 第32号議案 平成28年度神河町一般会計予算

第33号議案 平成28年度神河町介護療育支援事業特別会計予算

第34号議案 平成28年度神河町国民健康保険事業特別会計予算

第35号議案 平成28年度神河町後期高齢者医療事業特別会計予算

第36号議案 平成28年度神河町介護保険事業特別会計予算

第37号議案 平成28年度神河町土地開発事業特別会計予算

第38号議案 平成28年度神河町老人訪問看護事業特別会計予算

第39号議案 平成28年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計予算

第40号議案 平成28年度神河町寺前地区振興基金特別会計予算

第41号議案 平成28年度神河町長谷地区振興基金特別会計予算

第42号議案 平成28年度神河町水道事業会計予算

第43号議案 平成28年度神河町下水道事業会計予算

第44号議案 平成28年度公立神崎総合病院事業会計予算

日程第31 承認第１号 神河町男女共同参画推進計画の策定の件

日程第32 承認第２号 第２期かみかわ教育創造プラン（神河町教育基本計画）の策定の

件

日程第33 承認第３号 神河町歴史文化基本構想の策定の件
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本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸報告

日程第４ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

日程第５ 第１号議案 神河町行政不服審査会条例制定の件

第２号議案 神河町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に

係る手数料に関する条例制定の件

日程第６ 第３号議案 神河町かみかわ桜の山桜華園条例制定の件

日程第７ 第４号議案 神河町課設置条例の一部を改正する条例制定の件

日程第８ 第５号議案 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定の

件

日程第９ 第６号議案 神河町税条例及び神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例制定の件

日程第10 第７号議案 神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等の一部を改

正する条例制定の件

日程第11 第８号議案 神河町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び神河町消

防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件

日程第12 第９号議案 神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例制定の件

第10号議案 旧神河町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例

の一部を改正する条例制定の件

日程第13 第11号議案 神河町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定の件

日程第14 第12号議案 神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件

日程第15 第13号議案 神河町指定地域密着型サービスの事業の人員､ 設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

第14号議案 神河町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員､ 設備及び

運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例制定の件

日程第16 第15号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第16号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第17号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

第18号議案 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件

日程第17 第19号議案 神河町公の施設（かみかわ桜の山桜華園）の指定管理者指定の件

日程第18 第20号議案 平成27年度神河町一般会計補正予算（第７号）
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日程第19 第21号議案 平成27年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）

日程第20 第22号議案 平成27年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第21 第23号議案 平成27年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

４号）

日程第22 第24号議案 平成27年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

日程第23 第25号議案 平成27年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）

日程第24 第26号議案 平成27年度神河町老人訪問看護事業特別会計補正予算（第４号）

日程第25 第27号議案 平成27年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第26 第28号議案 平成27年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第２号）

日程第27 第29号議案 平成27年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第28 第30号議案 平成27年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）

日程第29 第31号議案 平成27年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第４号）

出席議員（12名）

１番 藤 原 裕 和 ７番 小 寺 俊 輔

２番 藤 原 日 順 ８番 松 山 陽 子

３番 山 下 皓 司 ９番 三 谷 克 巳

４番 宮 永 肇 10番 小 林 和 男

５番 藤 原 資 広 11番 藤 森 正 晴

６番 廣 納 良 幸 12番 安 部 重 助

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 澤 田 俊 一 係長 槇 良 裕

説明のため出席した者の職氏名

町長 山 名 宗 悟 地域振興課長 石 堂 浩 一

副町長 細 岡 重 義 地域振興課参事兼観光振興特命参事

教育長 澤 田 博 行 山 下 和 久

会計管理者兼会計課長兼町参事 建設課長 真 弓 俊 英

谷 口 勝 則 地籍課長 児 島 則 行

総務課長 前 田 義 人 上下水道課長 中 島 康 之
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総務課参事兼財政特命参事 健康福祉課長兼地域局長

児 島 修 二 大 中 昌 幸

総務課副課長兼地域創生特命参事 病院事務長 細 岡 弘 之

藤 原 登志幸 病院事務次長兼医事課長

情報センター所長 藤 原 秀 洋 浅 田 譲 二

税務課長 和 田 正 治 病院総務課長兼施設課長

住民生活課長 吉 岡 嘉 宏 藤 原 秀 明

住民生活課参事兼防災特命参事 教育課長 松 田 隆 幸

田 中 晋 平 教育課参事兼センター所長

坂 田 英 之

議長挨拶

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。開会に先立ちまして、一言御挨

拶を申し上げます。

寒かった冬がようやく過ぎて、寒暖を繰り返しながらも春の訪れを感じるきょうこの

ごろでしたが、突然の寒波に見舞われまして、一面冬景色となってしまいました。大変

寒い日ではございますけれども、体には十分注意していただきたいと思います。

本日ここに第６８回神河町議会定例会が招集されましたところ、議員各位には御健勝

にて全員の御参集を賜り開会できますことは、町政のため、まことに御同慶にたえませ

ん。

先日の新聞に、２０１５年１０月１日時点の国勢調査の速報値が出ておりました。２

０１０年の前回調査から約９４万０００人の人口減少、１９２０年の調査開始以来、

初めての減少となり、その深刻さが改めて浮き彫りになりました。外国人を除く日本の

人口は、２００９年をピークに減少局面に入ったと報道されておりました。その反面、

世帯数は３４０万２２６世帯で ８％増となり、世帯の小規模化が進んでおります。

当町でも、２００５年１１月の神河町誕生時は１万６８１人、１１７世帯、１０年

後の２０１５年では１万９７９人、１４５世帯と、同じような傾向があらわれてお

ります。人口減少社会では、現役世代が減少し高齢化が進むことより税収の減少や社会

保障費の増加などへの対応が求められ、今後は人口減少を最小限に抑えるべく、さらに

有効な施策を考えていかなければなりません。

さて、今次定例会に付議されます案件は、後ほど議会運営委員長から報告があります

が、町長からは、条例制定、条例の一部改正、辺地に係る計画策定、平成２７年度各会

計の補正予算並びに平成２８年度各会計当初予算等、計４８件が予定されております。

いずれも極めて重要な案件であります。

議員各位並びに執行部におかれましても、格別の御精励を賜りまして、慎重審議の上、

適正妥当な結論が得られますようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。
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町長挨拶

○町長（山名 宗悟君） おはようございます。議会の開会に当たりまして、一言御挨拶

を申し上げます。

ことしの冬は異常とも思える暖冬ではありましたが、一方では寒暖の差が大きく、し

のぎにくい日が続いております。昨日からの雪も、川上では２０センチという状況でご

ざいます。そのような中ではございますが、議員の皆様には御健勝のこととお喜び申し

上げます。

兵庫県の全面支援をいただき、昨年１２月より峰山高原を中心に展開しています地域

創生リーディングプロジェクト事業「神河が贈る極上の冬時間」も、スタート時点から

想定外の暖冬により非常に苦戦もしておりましたが、年明けましてからの寒波による積

雪で、雪を活用した美しい冬の自然を満喫する多様なイベントを企画し、さらにインバ

ウンドによる外国人観光客の団体受け入れなど精力的に取り組み、昨年までとは一転、

新しい神河の魅力発信ができているところであります。３月１３日までが事業実施期間

となっておりまして、３月に入ってからは播磨連携中枢都市圏の峰山高原でのインバウ

ンドイベントも企画されています。幸いにも昨夜、峰山高原では３０センチの積雪で、

全てのメニューが可能となった状況でございます。改めて、神河町は雪のマイナスイメ

ージを逆手にとった地域総合戦略により、播磨圏域はもとより兵庫県においても、また

近畿圏においても非常に注目されていることを再認識しているところであります。皆様

におかれましても、ぜひ新しい神河町を体験していただければと思います。

平成２７年度は地方創生元年と位置づけ、人口ビジョンと総合戦略５カ年計画の策定、

そして平成２８年度は神河地域創生総合戦略に基づく事業のスタート元年であります。

人口減少対策はこの数年取り組んできたところでありますが、その成果がようやく実を

結びつつあります。この間、神河町での出生数は５０人を切っていたところですが、２

７年度、転出入含めての出生数は７５人と前年までを大きく上回ることができました。

若者世帯家賃補助について、現在４６件、４月に入居開始となる中村団地は既に１２戸

の入居が決定をし、若者世帯住宅取得支援事業も１３件を受け付けするなど、この間の

人口対策の効果があらわれてきています。引き続き、総合戦略のアクションプログラム

に基づいて強力に事業展開をしてまいります。

将来消滅危機自治体と言われた神河町が未来にわたってこの地に存在し続けるために

は、攻めの姿勢が求められています。何もしなければ何も変わらないし、どんどん人口

は減り続けます。このことは、２７年度に策定をした人口ビジョンが証明しています。

だから、国を挙げての地方創生の真っただ中ですから、大胆にアクションを起こすので

す。産⋞官⋞学⋞金⋞労⋞言の連携強化のもと、より大胆に、より強力に、そのことか

らも今定例会は重要な意味を持っています。神河創生、一人一人がこの一つの目標に向

かって突き進むことが極めて重要です。すばらしい神河創生のスタートを切れることを
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心から望むものであります。

さて、本日は、第６８回神河町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様に

は繰り合わせての御出席を賜りまして議会が開催できますことを、厚くお礼申し上げま

す。今定例会には、諮問１件、条例制定、改正１４件、総合整備計画４件、指定管理者

契約１件、承認３件、平成２７年度各会計の補正予算１２件、そして平成２８年度各会

計予算１３件の計４８件を提出させていただきました。

議員各位には、よろしく御審議を賜り御承認いただきますようお願いを申し上げまし

て、開会に当たりましての挨拶とさせていただきます。

午前９時０９分開会

○議長（安部 重助君） ただいまから第６８回神河町議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（安部 重助君） 日程第１は、会議録署名議員の指名であります。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長から指名いたします。

３番、山下皓司議員、４番、宮永肇議員、以上２名を指名いたします。

⋞ ⋞

○議長（安部 重助君） 次の日程に入る前に、先般開かれました議会運営委員会の決定

事項について、委員長から報告を受けます。

藤原日順議会運営委員長。

○議会運営委員会委員長（藤原 日順君） 議会運営委員長の藤原でございます。それで

は、議会運営委員会についての御報告を申し上げます。

去る２月２５日、議会運営委員会を開催し、今期定例会の議事運営について協議し、

決定した事項を御報告申し上げます。

まず、会期の日程ですが、本日から３月２５日までの２５日間と決しております。

町長から提出されます議案は、諮問１件、条例の制定と一部改正１４件、辺地に係る

計画策定４件、指定管理者の指定１件、補正予算１２件、平成２８年度当初予算１３件、

計画、構想等の承認３件、計４８件が提出されております。

議事日程につきましては、お手元に配付しております日程表のとおりでございます。

第１日目と第２日目は提案説明のみでありますが、諮問第１号については本日表決い

たします。

第３日目と第４日目は質疑を行い、第１号議案、第２号議案、第５号議案、第６号議

案から第１４号議案及び承認第１号から承認第３号は表決をいたします。第３号議案、
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第１９号議案は産業建設常任委員会に、第４号議案、第１５号議案から第１８号議案、

第２０号議案は総務文教常任委員会に、それぞれ審査を付託することにしております。

また、第３２号議案から第４４号議案までの平成２８年度各会計当初予算については、

質疑の後に、議長を除く全議員により予算特別委員会を設置して審査を付託することに

しております。

第５日目の一般質問の前に、総務文教常任委員会に付託しました第２０号議案につい

て、審査報告の後に討論、採決を行います。あわせて第２１号議案から第３１号議案ま

での各特別会計、企業会計補正予算についても討論、採決を行うことにしております。

一般質問につきましては、事前に通知のとおり通告締め切りを３月３日の午前９時とし、

本会議第５日目の１５日と第６日目の１６日に行うことにしております。

２５日の最終日には、各常任委員会と予算特別委員会に付託しました各議案について、

審査報告の後に討論、採決をお願いすることにしております。

以上のとおり今期定例会の会期日程及び議事日程について決定し、議長にお願いして

おります。

なお、議案の審議に際しましては、質疑、答弁ともに簡潔明瞭に行うことを特にお願

いいたします。議員各位には、格段の御協力をお願い申し上げます。

以上で議会運営委員会の報告を終わります。

○議長（安部 重助君） 議会運営委員長の報告が終わりました。

それでは、日程に戻ります。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（安部 重助君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から３月２５日までの２５日間といた

したいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日か

ら３月２５日までの２５日間と決定しました。

⋞ ⋞

日程第３ 諸報告

○議長（安部 重助君） 日程第３、諸報告でございます。

まず、監査委員より例月出納検査の監査報告を提示していただいております。お手元

にその写しを配付しておりますので、御一読願います。

閉会中の主な事柄については、別紙一覧表として配付しております。

なお、各委員会の閉会中の活動状況については、各委員長より報告をしていただきま

す。

まず、総務文教常任委員長より報告を受けます。
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宮永総務文教常任委員長。

○総務文教常任委員会委員長（宮永 肇君） おはようございます。総務委員長の宮永

です。総務文教常任委員会の結果報告についていたします。

まず、日時、場所については、平成２８年２月の１０日午前９時から１７時２５分ま

でということで、委員会室で行いました。委員は８名の出席でございます。

閉会中の課題として、各課に通告した調査事項の進捗状況について報告を受けたので、

各課ごとに報告をいたします。各課の報告は、事務事業進捗管理シート、それから課運

営目標管理シート、それから重要事業目標管理シート等によるものであります。

また、課題に対する調査報告を受け、意見、提言及び質疑応答について主なものを報

告いたします。

まず、教育委員会事務局については、閉会中の調査事項について、教育課、学校教育、

社会教育、資料としてまとめた報告書での説明があり、あわせて教育長、教育課長より、

その要旨について補足説明を受けました。

内容は、継続審議事項として大項目で以下の４項目があり、その他報告⋞懸案事項等

の構成によるものであります。繰り返して申しますと、まず、その４項目については、

教育委員会の機能を生かした活動状況についての報告でございます。また２番目には、

幼⋞小⋞中学校施設整備事業の進捗状況についてであります。また３番については、児

童⋞生徒の食育推進レベルアップの取り組みについてであります。また４番目について

は、重複施設の維持管理の検討状況についてであります。

その他報告⋞懸案事項につきましては、まず、保育所、幼稚園利用者負担額の軽減に

ついて、国、県が進める子育て支援にあわせて、地域創生アクションプログラムの子ど

もを健やかに生み育てる支援金を財源として町の子育て支援の充実を図るということで

ございます。そのうち国の施策としましては、多子世帯及びひとり親世帯等の保育料負

担の軽減を図る。また、県の施策として、多子世帯、特に第２子に係る保育料負担軽減

でございます。それから町の施策としては、まず１つ目には、国基準の所得基準、年収

約３６０万円未満世帯及び年齢基準を外し、第２子半額、第３子以降無償化完全実施を

図ろうとするものであります。２つ目には、現行の利用者額から幼稚園保育料を２０％、

保育所保育料を１０％軽減負担を図ろうというところでございます。

また、懸案事項の２つ目には、いじめに関する事案報告ということで出ておりますが、

これについては、あだ名や悪口などのからかいを受けたというふうなことでございまし

た。報告が出ておりました。学校では対策委員会を開き、教職員全員で共通認識をし、

防止に向けた手だての話し合いをして、全校集会での講話や学級での指導に当たってい

るとのことであります。

また、議会への提出物として出されておりますのが、神河町教育基本計画、第２期か

みかわ教育創造プランの承認願ということで提出されます。また、神河町歴史文化基本

構想の承認願があわせて出されることになっております。
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それから、主な質疑についてＱ＆Ａということでまとめてみました。

まず、議員研修で先般福崎町に参りましたが、福崎町教育長からの情報ということで

お聞きした内容から、確認ということで話が出たものですから御紹介します。福崎町教

育長からの実例として、福崎町では幼保連携型の認定こども園として全てについてやっ

ているんだというふうなことでございましたが、認定こども園にすることによる幼保が

連携することによるメリット、もしくは不都合が出てくるというデメリット等について、

教育課の考えを聞かせていただきたいということでございまして、もしメリットが多い

ということなれば、それを導入、実行するのにどのような課題があるのか、これも確認

したいということでございました。

これについて教育課長から、まず、幼保連携型のメリットを神河町の場合で考えます

と、幼稚園と保育所が一つになるという形の中で、保護者としては小さな子供と大きな

子供を同じところに連れていける、４歳から５歳児については保育所であれば保育とい

うところですが、幼稚園については教育というところで、同じように午前中の部分につ

いては教育を受けるというようなところが一つの大きなメリットではないかと考えてお

りますというふうな御答弁でした。

それからデメリットについては、聞くところによりますと、職員がかなり保育もしな

がら幼稚園教育をするということで、そこらあたりがなかなか難しいというお話が出て

おるそうでございますから、神河町については、できれば幼保連携型といって取り組み

したいという考えはありますが、現在、保育所は私立、幼稚園については公立という事

情がございますので、大きな障害というふうに考えられます。そこが一番大きなネック

ということになりますとの御答弁でございました。現在、子ども⋞子育て会議でも、幼

稚園の先生、保育所の園長先生方といろんなお話をする中で、今後何らかのすみ分けを

する中で、公立も私立も一緒に連携しながらやっていける方策がないものかというふう

なことを検討しているところでありますとの御答弁でございました。

また、教育課長から、あわせて、福崎町と神河町の場合、やはり子供の絶対数が違う

ということが一番大きな課題でありまして、公立、私立においても認定こども園にする

ことができないんだという事情がありますというところでございました。

また、地域交流センターについては、課題として、センターの管理運営状況と課題解

決に向けた取り組みについて事業執行状況の報告説明を受けました。特に特筆すべき質

疑等については、いろいろ議論ということになるんでございましたが、先般住民アンケ

ートをとられて、それによってある決断をするということでございましたので、それに

ついての御説明ということで、情報センター内部や総務グループ会議において、公設公

営、公設民営、民設民営、いずれの……。

○議長（安部 重助君） 委員長、委員長、宮永委員長。

○総務文教常任委員会委員長（宮永 肇君） はい。

○議長（安部 重助君） ちょっと。（「宮永委員長、今は教育課の地域交流センターの
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報告ですので」と呼ぶ者あり）情報センターと違いますので。（「情報センター、今言

われる情報センターいうことで、地域交流センターの報告」と呼ぶ者あり）

○総務文教常任委員会委員長（宮永 肇君） 済みません。ちょっと順番が変わってお

りました。

地域交流センターでございます。まず、課題として、先ほど申し上げました管理運営

状況と課題解決に向けた取り組みについての説明でございました。それと、事業執行状

況の報告説明を受けまして、特筆すべき質疑等は特にございませんでしたが、地産地消

とか、定例会ごとにいろいろお話が出るところに関心を持たれて努力をされておるとい

う説明でございました。

それと公民館でございますが、課題としては、生涯学習の拠点としての公民館のある

べき姿について、これも定例会ごとにいろいろと議論があるところでございましたが、

このたびから神崎公民館、それから中央公民館、交互に行うと、シニアカレッジという

ふうな名前も変わりましたので、それと、コミュニティーバスでおいでいただくという

ふうなことで、便宜を考えようというふうなことでございました。ただし、神崎公民館

のほうについてはコミュニティーバスが神姫バスの粟賀営業所どまりになりますので、

そこから公民館まで歩いていただくというふうなところになっております。

それと給食センターでございますが、課題として、食育、メニューの改善、地産地消

等の取り組みについてということで、これもいろいろと議論が出たわけでございますけ

れども、御担当のところでは、いろいろと子供の食育についての研究というふうなこと

もなされて、米飯を提供してお米を食べてもらうというふうなことで、そうなりますと

地産地消の材料についていろいろと使う機会が多くなりますからというふうなことで、

いろいろ研究の成果を報告をしていただいたようなところでございます。ただ、アレル

ギーとかそういうところでパン食についてもいろいろ制限があるようでございますから、

なかなか当事者でしかわからないようないろんな障害といいますか、苦しみといいます

か、そういうものがついて回るところでございまして、一人一人の子供の状況なり、そ

の健康状態なりというところを確認しながらメニューをつくっておられるというふうな

ことでございました。

次に、先ほどちょっと間違えました情報センターでございますが、これについては、

住民アンケートをもとに情報センター内部や総務グループ会議において、公設公営、公

設民営、民設民営、いずれの形態がよいかを検討を重ね、１月２７日の政策調整会議に

おいて、今後の管理運営の形態を公設民営とするということで決定をいたしました。当

初は民設民営の方向で検討しておられたようでございますが、民設民営では行政施設間

の通信経費が多額となり、町財政に与える影響が大きくなるというふうなことで今回の

決断に至ったというふうなことでございまして、民設民営では、加入金や利用料などの

町民の負担が一番大きくなるというふうなことだそうであります。住民の意向というふ

うなことにも配慮をしながら決定をしたというふうなことでございます。いずれの形態
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でも自主放送に係る経費は必要であり、番組制作、施設管理等も含めて総合的に判断し

て公設民営の形態を選んだといういきさつでございました。こういうことで御理解のほ

どをお願いしたいというところであります。

次に、総務課でありますが、課題としては、行政経営の仕組み、これは総合人事管理

制度、組織体制強化などの実践と、さらなる充実に向けた取り組み状況について努力を

しておるというふうなところでございます。また、行財政改革、最重点取り組み項目の

進捗状況についての御報告等もいただいております。長期財政計画、平成４４年度まで

の財政シミュレーションについても、前の定例会、またそれより前の流れで取り組んで

いただいておるというふうなことで、財政については非常に厳しい状況に置かれておる

ところを何とか努力で解決していきたいというふうなところだそうであります。

１２月定例会の一般質問で指摘がありましたことで、神河町の建設工事入札参加者選

定要綱の改正についての説明を受けました。町内にある事業所の形態が整っているか、

より厳正に確認する内容に改正されました。これについては住民さんのほうからもいろ

んな批判が出ておるということで、一般質問で出されたわけでございますけれども、果

たして税が公平に使われておるのかというふうなところに端を発した課題でございます

ので、しっかりとやっていただきたいというふうなところでございます。

それから会計課については、課題としては、資金収支計画と公金の出納管理状況につ

いて、これも事業執行状況の報告説明を受けました。特に特筆すべき質疑等はございま

せんでした。毎回非常に詳しい資料を提出されて、わかりやすく御説明をいただいてお

ります。

また、税務課については、課題としては、適正、公平な課税の実施と収納率向上への

取り組み状況についてということで、いろいろと資料についての説明がございました。

いろいろと準備万端を整えてやっておるというふうな御説明がいろいろと重なっており

ましたけれども、真面目に取り組んでおられるというのがうかがえるということで、頑

張っていただきたいなというところでございます。

以上、簡単でございますけれども、御報告いたします。

○議長（安部 重助君） 次に、民生福祉常任委員長、お願いします。

松山議員。

○民生福祉常任委員会委員長（松山 陽子君） 民生福祉常任委員長の松山でございます。

閉会中の平成２８年２月８日に開催しました民生福祉常任委員会について報告させてい

ただきます。

執行部からは、副町長及び関係課の管理職員の方々の出席のもと事務調査を行いまし

た。詳細については割愛させていただき、重点調査項目に関する説明内容と主な質疑応

答を中心に報告させていただきます。

まず、公立神崎総合病院所管について報告いたします。

初めに、２７年度１２月末までの業務執行状況についての説明を受けました。１２月
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末までの累計の入院患者数は３万６０１人で、前年度に比べ約８００人ふえています。

外来患者数は８万１７６人で、前年度に比べ約２００人減っています。１２月末現

在の予算執行状況については、事業収益は２２億０７７万円、事業費用は２３億５４

０万円で、差し引きした純利益はマイナスの４６３万円ではありますが、昨年度の同

時期に比べると１億２７４万円のプラスとなっています。

質疑では、繰入金等を５億０００万円としても赤字決算になる可能性があるとの説

明であったが、原因となる部分は何かとの問いに対し、１０月ごろまで入院患者数が少

なかったのが原因の一つである。しかし、北館改築問題もあることから、コンサルタン

トの指導も受け、知恵を出し合い、９月後半から先生方の理解も得ながら経営改善に取

り組んできた。１１月ごろからは入院収益、入院患者もふえ、また、支出を抑える努力

により、２５年度の収支状況に近づくまでに改善してきている。しかし、昨年の赤字も

影響して最終での資金不足となる可能性があることから、３月補正で一般会計から０

００万円の繰入金をお願いし、繰入金等の総額が５億０００万円となるとの回答でし

た。

次に、医師の確保対策については、医師修学資金制度による第１号の女性医師がこの

４月から内科医として着任する予定である。また現在、大阪医科大学から非常勤で精神

科医１名、総合内科医１名、循環器科医２名を派遣していただいているが、４月からは

循環器科医を１名減らし、総合診療科医が１名来てくださる予定であるとの説明でした。

次に、北館改築については、現在の段階では北館は４階建てとして、１階は訪問看護

ステーションなどの地域連携部門に、２階と３階を一般病棟、４階を手術室などとする

計画である。しかし、副院長の岩﨑先生が退職される後の産婦人科医の確保が困難なこ

とから、産婦人科スペースをつくっていくかどうかは検討中であるとの説明でした。

次に、健康福祉課所管について報告いたします。

地域包括ケアシステム構築の進捗状況については、在宅医療⋞介護連携推進協議会を

立ち上げており、その中の部会においての検討状況や町内の開業医等の懇談会の開催状

況の報告を受けました。

介護保険法改正に伴う関係事業の取り組み、検討については、神河町では、平成２８

年度から生活支援体制整備事業として生活支援コーディネーターを社会福祉協議会に委

託する予定であること、また、和歌山県の印南町商工会が取り組んでいるささえ愛活動

について、神河町商工会の視察に同行したときの状況や、リハビリテーション活動事業

についての説明を受けました。

質疑では、町ぐるみ健診申し込みアンケートの中の申し込みをしなかった理由につい

て、受診したくない、またはその他と回答された方への啓発活動や、受診したくない理

由の把握も必要であると思うが、何か方策はないのかとの問いに対し、町ぐるみ健診の

受診申し込み票の中で、受診したくない理由の記入欄を設けることが可能であれば対応

していきたいとの回答でした。そのほか、神崎総合病院北館改築について、町民の健康
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や福祉を守るためには病院にどのような機能や施設が必要であるかを、町として、また

健康福祉課としての思いや意見を十分に出していただきたい、ぜひともよいものをつく

っていただきたいとの多くの意見が出ました。また、障害者施設の整備については、具

体的目標を持った前向きな検討を推し進めていただきたいとの意見も出ました。

次に、地域局所管について報告いたします。

質疑では、地域局はこの４月に健康福祉課に統合するとの報告を受けているが、職員

配置についての考えはとの問いに対して、住民サービスの低下にならないように、なれ

ている専任職員を窓口に３名配置し、健康福祉課の業務も幾らか担当する方向で検討し

た。また、日曜窓口業務を引き続き行っていくとの回答でした。

次に、住民生活課所管について報告いたします。

クリーンセンターの方向性について、現在、中播北部クリーンセンターの使用期限が

平成２９年度末までとなっていることから、その後におけるごみ処理をどうするかが大

きな課題となっています。この件については、くれさかクリーンセンターへの業務委託

について、昨年の１０月２３日付で、くれさか環境事務組合から断りの回答があったこ

とを受け、ほかの施設に委託するにしても、事前に新規に建設をするにしても、今の施

設の延長は必要であるとの判断から、福本区に対して、１１月４日に福本区長、副区長

との懇談をし、１２月１４日に福本区にクリーンセンターの稼働延長を文書で申し入れ、

年明けの１月２４日に福本区の臨時総会において説明会を開催したとの報告でした。

また、クリーンセンターと火葬場を管理している中播北部行政事務組合と下水の汚泥

とし尿処理場を管理している中播衛生施設事務組合及び障害者施設の運営を行う中播福

祉会も含めた分担金の均等割については、神河町は合併後、現在も２町分を出している。

しかし、合併後１０年を経過したことから、副町長の出席する会議で均等割が１町とな

るように協議していくとの説明を受けました。

そしてコンポストについては、クリーンセンターの神河町、市川町の分担金に処理費

割、重量制が導入されることが決まれば、生ごみゼロを目指すことが町民にメリットと

なることから、ことし秋に予定されている集落別の防災無線説明会において、コンポス

トのモデル検証結果の説明もしていきたいとの説明を受けました。

次に、子育て支援事業について、多子世帯の保育料負担軽減についての説明でした。

これにつきましては、先ほどの総務文教常任委員長の説明報告にもありましたとおり、

平成２８年度から国は所得制限のある中で第１子の年齢制限は撤廃し、第２子は半額、

第３子は無料とすることを打ち出されました。これを受け、神河町においては、その所

得制限も撤廃する考えであるとの説明を受けました。

質疑では、所得制限も撤廃するとのことだが、どういう議論からそうなったのか、ま

た、その財源はどこから来るのかの問いに対して、地域創生の一環で子供をふやす環境

を整えるという考えで、一般財源で措置させていただく予定であるとの回答でした。

民生福祉常任委員会としましては、いろいろな課題のある中で特にクリーンセンター
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についての進捗状況に不安を感じていましたが、地元福本区の皆様の真摯なる受けとめ

に、まずは安堵している状況です。また、病院北館建てかえについては、福祉の町づく

りのためにも町民の思いを酌んだものとなるよう、病院と町当局や健康福祉課等のさら

なる連携を望んでおります。

以上で民生福祉常任委員会の報告を終わります。

○議長（安部 重助君） 次に、産業建設常任委員長、お願いします。

藤原裕和委員長。

○産業建設常任委員会委員長（藤原 裕和君） １番、藤原でございます。産業建設常任

委員会の報告をさせていただきます。

産業建設常任委員会は、去る２月の５日に全体の事務調査をいたしました。また、２

月１８日には、地域優良賃貸住宅、中村に建設されております中村団地の現地視察をい

たしております。また当日、峰山高原の、仮称ですけれども、スキー場というこの部分

についての整備についての調査もいたしております。その中で、全体の中で重立ったも

ののみの報告とさせていただきます。

まず、地域振興課の地域振興係の関係の報告をいたします。

先ほど言いました２月１８日、この地域優良賃貸住宅、旧神崎町役場跡地のこの部分

の建設につきまして、住宅については一部工事の変更というものがありまして、そうい

う部分の報告も受けております。この３月１０日の完成に向け、今現在、仕上げ中とい

うこと、段階となっております。今回の入居の受け付け状況につきましては、全体では

１２戸の完成になるわけでございますけれども、１７世帯の申し込みがあったというこ

とであります。去る２月１４日の抽せん会を行いまして、この１２世帯が入居者が決ま

ったということの報告もされました。

なお、２８年度、次の年度でございますけれども、この部分については引き続き建築

を予定をいたしました。その内容は、２棟８戸、それと一部公園の整備という部分の内

容となっております。

次に、ＪＲ長谷駅の利用者の増加を図るため、長谷駅に停車をしない快速列車、この

部分の利用による乗り越し費用の補助金、こういう部分の交付要綱が当委員会にも示さ

れました。

それからもう一つは、さらに道の駅という部分についての報告も受けました。内容は、

国道３１２号線の吉冨と杉の境にあります大黒茶屋という３１２号線沿いのこの部分を、

兵庫県によりまして、銀の馬車道の道の駅という部分としてこの２８年度に整備をされ

ることとなっております。この部分については、この神河町が主体となり県に協力して

いくというものとなっておるとの報告であります。

それから商工観光係では、町内の観光施設１０施設のこれからのあり方という部分に

ついては、今年度、昨年から保全活用整備計画という部分で大詰めになっておりますけ

れども、役場内部の調整という部分が残っており、最終的には、この神河町の公共施設
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全体の公共施設の総合管理計画とあわせて、これら、これからのあり方という部分の方

向性も決めていくということになっております。

それから次に、先ほど少し触れました峰山高原、仮称、スキー場建設の関係において

は、当委員会、担当委員会でもありますし、昨年来、昨年の１２月４日の委員会で全体

の会議、このときは町長も出席をされての委員会でありました。その後、１２月１１日

に、氷ノ山国際スキー場、このところへ行って降雪機等の視察もさせていただきました。

また、年が明けて１月２１日には神河町議会の全体の全員協議会、この部分、スキー場

の関係で協議会を行っております。そしてまた、今回の担当常任委員会、それからまた、

この２月の２２日の全員協議会、全員協議会を重ねておるんですけれども、連続してこ

のスキー場の建設についての調査を進めております。しかしながら、兵庫県環境審議会

の答申という部分がまだ示されておりません。予定ではこの３月の１８日に答申がされ

るということのようであります。また、この建設にかかわる財源確保等の問題について

も２カ年となる見通しとの説明や、また、この全体計画の中でも不確定な部分がある中

での、いろいろな議員の中、委員の中での質疑もあったんですけれども、協議を繰り返

しながらこの部分については取り組んでおるところであります。

次に、農林業係の関係では、将来の農業のあり方についての農地保全対策、また安心

⋞安全な農作物、この部分の栽培について、そして特色あるブランド認証、また生産拡

大や販売についてなど、担当委員会でも多くの質疑が出たところであります。担当のほ

うから、できる限りの生産者の理解を得ながら対応していきたい、推進していくとの答

弁をいただいておるところであります。

次に、地籍課の関係については、特に報告すべきことはございません。

それから上下水道課の関係については、この１月に大変な寒波がありまして、この部

分で凍結等で漏水などもあり、担当課職員、何とか対応されたという報告も受けており

ます。

それから、下水道会計の中で報告を少し受けております。３月に起債償還をするため

に半年定期で保管をしていた１億０００万円を昨年１２月に病院の会計のほうへ貸し

出しをしたという、そしてこの部分については、この２月に利息分を含め返還されると

いうことの説明も受けております。

それから、上下水道課の関係についてはいろいろ工事もされておるんですけれども、

その他の各事業については特に報告すべきことはありません。

最後に、建設課の関係についての報告です。

委員会の中でも各委員よりいろいろ出たんですけれども、年度末ということになって

おります。工事の件数も大変ここ最近多くなっております。そうした中で工事の工期を、

昨年もそういう質問もあったんですけれども、しっかり守るようという意見も多くの委

員の中から出ました。こうした中で、建設課長より、今年度についても３月末という部

分の工期内完成、ここら辺で力いっぱい頑張って進めているとの報告を受けました。
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それからもう１点は、町の工事で発生をします建設残土、現在はニガ竹等にそういう

部分で残土を持っていっとんですけれども、ここら辺の残土の有効利用を図るというた

めの受け入れの公募要項が示されました。これは２８年度から適用になりまして、この

２８年度に大量の残土が出ると、約０００立方メートルもの大量の残土が出るという

予定でありまして、こういう部分の残土を民間造成地等へ有効に活用を図るという部分

でのものとなっております。

以上、簡単な報告となりましたけれども、よろしくお願いをいたします。どうも。

○議長（安部 重助君） それでは、私のほうから、１２月定例会以降、閉会中の重立っ

た事項を報告いたします。

１２月２５日、中播磨地域づくり懇話会が兵庫県姫路総合庁舎で開催され、山名町長

と私が出席し、人と地域がつながる元気な中播磨づくりについて、井戸兵庫県知事ほか

幹部職員と意見交換を行いました。

１月８日、神河町商工会主催の新年交歓会が開催され、私と各議員が出席しておりま

す。

１月１０日、神河町成人式が開催され、新成人１３９人のうち１１８人が出席し、社

会人としての自覚を新たにされました。議会を代表して、神河町のあすを担う青年の門

出を祝い、励ましました。

同じく１月１０日、姫路市消防出初め式が開催され、松山民生福祉常任委員長に出席

していただいております。

１月１６日、ひょうご安全の日、中播磨のつどいがグリンデルホールにおいて開催さ

れ、私と各議員が出席しております。土砂災害に備える講演とともに、災害時にどのよ

うに行動すべきかを考えるクロスロード体験が行われました。

１月２９日、県町議会議長会主催の議会広報研究会が神戸で開催され、三谷広報公聴

特別委員長ほか各委員と私が出席しております。

２月２日、神崎郡議長会主催の全議員研究会を福崎町で開催し、全議員が出席してお

ります。教育委員会の制度改革と福崎町の教育の特色について、髙寄福崎町教育長から

講演を受けております。

２月３日、県町議会議長会主催の議会運営委員研修会が神戸で開催され、藤原日順議

会運営委員長ほか各委員と私が出席しております。

２月４日、神河町子ども⋞子育て会議が開催され、松山民生福祉常任委員長に出席し

ていただいております。

２月９日、公立神崎総合病院運営委員会が開催され、松山民生福祉常任委員長と私が

出席しております。

２月１１日、神河町人権啓発講演会が開催され、全議員が出席しております。「いの

ちつぐ『みとりびと』～被災地⋞紛争地⋞在宅看取りの現場から～」と題して、写真家

でジャーナリストの國森康弘氏の講演をお聞きし、研修を深めました。
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２月１２日、元神崎町議会議長、故坂田義明様の叙位を、山名町長と私が訪問し、御

家族に伝達いたしております。

同じく２月１２日、中播農業共済事務組合議会定例会第１日目が開催され、藤原裕和

産業建設常任委員長と私が出席しております。付議事件については、平成２８年度農業

共済事業会計予算等について提案説明を受けました。

同じく２月１２日、中播衛生施設事務組合議会定例会第１日目が開催され、松山民生

福祉常任委員長と私が出席しております。付議事件については、平成２７年度事務組合

一般会計補正予算を可決、平成２８年度事務組合一般会計予算について提案説明を受け

ました。

２月１６日、兵庫県主催の地方行政課題研究会、地域創生トップフォーラムが神戸で

開催され、私が出席しております。活力ある地域創生を目指した講演と、神戸市の副市

長、高砂市、加西市、淡路市の市長から、先進的な地域創生の取り組み事例の発表が行

われました。

２月１７日、県町議会議員公務災害補償組合議会定例会が神戸で開催され、私が出席

しております。平成２７年度一般会計補正予算、平成２８年度事業計画及び一般会計予

算等について審議し、可決しております。引き続き、県町議会議長会評議員会議が開催

され、平成２７年度補正予算を了承し、平成２８年度事業計画及び予算について決定し

ております。

２月１９日、県町監査委員協議会定期総会が神戸で開催され、清瀬代表監査委員と山

下監査委員が出席されております。

２月２３日、中播北部行政事務組合議会定例会第１日目が開催され、藤森副議長、松

山民生福祉常任委員長と私が出席しております。付議事件については、平成２７年度事

務組合一般会計補正予算を可決し、平成２８年度事務組合一般会計予算について提案説

明を受けました。

なお、各事務組合議会の議案等につきましては、議員控室において閲覧できるように

しておりますので、ごらんください。

２月２４日、元神河町議会議員、友政やつの様の高齢者叙勲伝達式が役場本庁舎で行

われ、山名町長と私が立ち会いをし、岡本兵庫県中播磨県民センター長から、勲記、勲

章が伝達されました。

２月２６日、町国民健康保険運営協議会が開催され、松山民生福祉常任委員長に出席

していただいております。

２月２７日、生野高等学校卒業式が開催され、私が出席しております。

なお、閉会中に受理した陳情書につきましては、その写しをお手元に配付しておりま

すので御確認ください。

また、定例会ごとに発行しております議会だよりにつきましては、１月１４日に第４

５号を発行し、１月２５日に各区長様に配布しております。
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以上で、閉会中の重立った事項についてを報告を終わります。

ここで暫時休憩をいたします。再開を１０時２０分といたします。

午前１０時０５分休憩

午前１０時２０分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

各課資料の差しかえ等はもう十分できてますか、各課よろしいですか。

それでは、これより議案の審議に入ります。

⋞ ⋞

日程第４ 諮問第１号

○議長（安部 重助君） 日程第４、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求め

る件を議題といたします。

諮問第１号に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 諮問第１号の提案理由について御説明申し上げます。

本諮問は、人権擁護委員の推薦につき意見を求める件でございます。平成２５年から

人権擁護委員をお務めいただいています大江匡祥様が平成２８年６月３０日をもって任

期満了となります。再任をお願いいたしましたが、お仕事上の都合でやむなく退任され

ることになりました。これまでの御功績に対しまして、心からお礼を申し上げたいと思

います。

さて、大江様の後任として今回推薦させていただきます竹國民代様は、人権に対する

識見が高く、地域の方の信頼も大変厚く、人権擁護の高い資質をお持ちの方でございま

すので、このたび法務大臣に対し推薦させていただくに当たり、人権擁護委員法第６条

第３項の規定により、議会の御意見をお聞きしたく諮問するものでございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

なお、詳細につきまして住民生活課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお

願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。人権擁護委員の推薦

につきまして説明いたします。

まず、人権擁護委員は、人権擁護委員法に市町村の単位に置くものと義務づけられて

おります。この法律の１条には、目的として、基本的人権を擁護し、自由人権思想の普

及高揚を図るためとされ、第２条では、委員の使命として、基本的人権の侵犯に対し、

監視、救済、速やか適切な処置をもって自由人権思想の普及高揚に努めるとされ、第６

条、委員の推薦及び委嘱では、法務大臣が委嘱し、町長が議会の意見を聞いて候補者を
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推薦するとされ、第９条、委員の任期は３年とされています。

推薦をします竹國民代様は、現在５８歳で、神崎保育園に昭和５８年から平成２５年

までの３０年間の長きにわたり奉職され、児童福祉分野において精通されている方です。

性格も温厚で、地域住民からの信頼も厚く、かつ人権感覚についても高い資質をお持ち

です。よって、人権擁護委員に適任であると認め、推薦します。

なお、経歴等を添付いたしておりますので、よろしく御審議をお願いいたします。

以上、詳細説明とさせていただきます。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

諮問第１号に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 質疑なしと認めます。

質疑を終結し、討論に入ります。討論ございませんか。

〔討論なし〕

○議長（安部 重助君） 討論ないようでございます。討論を終結します。

ここでお諮りいたします。諮問第１号、被推薦者、竹國民代氏は、人格、識見ともに

高く、広く社会の実情に通じておられ、議会としても適任者であるとの意見を提出いた

したいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認め、竹國民代氏は適任者であるとの意見を

提出することに決定しました。

⋞ ⋞

日程第５ 第１号議案及び第２号議案

○議長（安部 重助君） 日程第５、第１号議案、神河町行政不服審査会条例制定の件及

び第２号議案、神河町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等の交付に係る手

数料に関する条例制定の件を議題といたします。

上程２議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１号議案及び第２号議案の提案理由並びに内容について、関

連がございますので一括して御説明申し上げます。

本議案は、神河町行政不服審査会条例制定の件及び神河町行政不服審査法の規定によ

る提出資料等の写し等の交付に係る手数料に関する条例制定の件についてでございます。

行政不服審査法は、昭和３７年の制定以来、５０年以上実質的な法改正がありません

でしたが、平成５年の行政手続法の制定や平成１６年の行政事件訴訟法の改正など、会

計法、制度の整備及び拡充を踏まえ時代に即した見直しを実施すべく、平成２６年３月

に関連法案とともに改正法が国会に提出され、同年６月に成立、公布されました。

改正点は、審理員による審理手続の導入、第三者機関への諮問手続の導入、審査請求
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期間の延長、現行６０日を３カ月に延長、提出書類等の謄写など多岐にわたります。不

服申し立ての裁決については、有権者から成る第三者機関が点検をすることとなってお

り、当町において審査会を設置し、提出書類等の謄写についてその手数料を定めるため

条例を制定するものです。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

詳細につきましては総務課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（前田 義人君） 総務課、前田です。第１号議案並びに第２号議案の詳細に

ついて説明をさせていただきます。

まず、第１号議案でございます。先ほど町長の提案説明で申し上げましたとおり、改

正行政不服審査法は平成２６年３月に関連法案とともに改正案が国会に提出され、同年

６月に成立、公布されました。

改正行政不服審査法の概要としましては、まず、公正性の向上が上げられます。第１

に、審理において、職員のうち処分に関与しない者が両者の主張を公正に審理すること

になりました。改正前の制度では、不服申し立ての審理を行う者について法律に規定が

なく、処分関係者が審理を行うことがあり得ましたが、改正後の制度では、処分に関与

しない者が審理を行うことで公正性の向上を図ります。第２に、裁決について、有識者

から成る第三者機関が点検を行うことになりました。第三者の視点で審査庁の判断の妥

当性をチェックすることにより、裁決の公正性の向上を図ります。第３に、審理手続に

おける審査請求人の権利が拡充されました。証拠書類の謄写、コピーです、口頭意見陳

述における処分庁への質問など新たな仕組みを設け、審査請求人の権利の拡充をするこ

とで審理の公正性の向上を図ります。

続きまして、不服申し立て制度の使いやすさの向上が上げられます。不服申し立てを

することができる期間を６０日から３カ月に延長し、不服申し立ての手続を審査請求に

一元化、不服申し立て前置きの見直しが行われました。行政の処分に不服がある場合に、

不服申し立てをするか、直ちに主訴、訴えを起こすかについては国民が選択できること

が原則ですが、不服申し立てに対する裁決を得た後でなければ訴えができない旨を定め

る法律が９６法律ありました。今回の行政不服審査制度の見直しにより、その９６法律

中６８法律において不服申し立て前置きの廃止、縮小が行われました。

このように、改正行政不服審査法の改正点は、審理員による審理手続の導入、第三者

機関への諮問手続の導入、審査請求期間の延長、提出書類等の謄写、コピーなど多岐に

わたります。本条例案は、その規定、上位法に基づいて、当町において第三者機関たる

神河町行政不服審査会を設置するものでございます。

それでは、本条例案を順に御説明申し上げます。
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第１条は、当町において非常設の審査会を置くことを規定しております。

続きまして、第２条は、審査会の所掌事務を規定しております。

続きまして、第３条は、審査会の委員数を規定しております。審査会の委員は、３名

以内をもって組織することとしております。

続きまして、第４条は、委員の委嘱について規定しております。非常設の委員会であ

りますので、第２項において、委嘱期間は委嘱の日から調査審議が終了した日までとし

ております。

続きまして、第５条は、委員の守秘義務について規定しております。

続きまして、第６条は、審査会における会長の選任、所掌事務等について規定してお

ります。

続きまして、第７条は、審査会の庶務担当について規定しております。庶務は総務課

において行うこととしております。

第８条は、他例規等への委任事項について規定しております。

附則をごらんになっていただきたいと思います。附則は、この条例は２８年４月１日

から施行するということです。２項として、準備行為、第４条第１項の規定による審査

会の委員の委嘱に関し必要な行為は、この条例の施行の日の前においても同項の規定の

例によりすることができるということで、施行前から準備をすることができるというこ

とで、突然の訴え、不服申し立てに対応できる準備をしております。

続きまして、第２号議案です。

これにつきましては、本条の案を順に説明をさせていただきますが、第１条は、条例

の趣旨を規定しております。

第２条及び第３条は、書類等の写し等の交付に係る手数料の額を規定しております。

行政不服審査法第３８条第１項及び同法第８１条第３項において準用する同法第７８条

第１項により、審査請求人等は審理員または審査会へ書類等の写し等の請求を行うこと

と規定されており、その手数料の額を別表において定めております。

続きまして、第４条は、手数料の減免について規定しております。第１項において、

免除または手数料を減額する場合は、０００円を上限として減額できる旨を規定して

おります。第２項及び第３項においては、減免の手続について規定しております。第４

項においては、審理員を指名せずに審査会等で審理を行う場合の手数料の減免決定者の

読みかえを、第５項においては、神河町行政不服審査会が減免決定者である場合の読み

かえを規定しております。

最後に、附則ですが、この条例は平成２８年４月１日から施行するということにして

おります。

以上、本条例案につきまして詳細を御説明させていただきました。よろしく御審議く

ださいますようお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。
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なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第６ 第３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第６、第３号議案、神河町かみかわ桜の山桜華園条例制定

の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町かみかわ桜の山桜華園条例制定の件でございます。

桜華園は平成８年に開園しましたが、開園当初から設置条例が制定されておりません

でした。議会から御意見をいただきましたことを踏まえ、このたび県の御指導をいただ

きながら、地方自治法第２４４条の２第１項の規定に基づき、神河町かみかわ桜の山桜

華園条例を制定するものでございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

なお、詳細につきまして地域振興課観光振興特命参事から説明いたしますので、よろ

しく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

地域振興課観光振興特命参事。

○地域振興課参事兼観光振興特命参事（山下 和久君） 地域振興課観光振興特命参事の

山下でございます。桜華園につきましては、かねてより議会監査委員からも指摘を受け、

これまでの経緯等を調べましたが、竹下総理のときのふるさと創生事業、１９８８年か

ら１９８９年を活用し、平成３年から植えつけを始め、平成８年に開園をされています。

残っている資料といたしましては、平成２年７月１７日の当時の田町長から粟賀財

産区議会議長及び東柏尾区区長へ提出された、かんざき桜の名園づくり用地提供につい

てお願い文書、また平成２年９月１７日付で、粟賀財産区管理者の田町長と、東柏尾

区区長、田町長との間で交わされた土地無償貸し付け契約があります。面積につきま

しては約１５ヘクタール、海抜１６０メーターから２６０メーターとなっております。

品種は２４０種、本数は約０００本としています。ただし、立ち枯れ、自然発芽、補

植等が繰り返されてきたことで、過去に正確な位置や本数をデータ化しようと試みたと

聞いておりますが、経費がかかり過ぎるとのことで実施されずにきております。また、

オーナー制度は平成２年度から平成２５年度まで１本１万円で実施されてきましたが、

２６年度以降は募集しておりません。

今まで条例、規則が整備されてなかった理由につきましては、いろいろと調べようと

しましたが、当時の詳しい事情を知る者がいなかったのが実情でございます。しかしな

がら、兵庫県の行政係とも相談させていただき、施設管理を明確にするため、このたび

の条例を整備するものでございます。
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お手元の第３号議案によりますところですけれども、この部分については他の施設と

同様の内容といたしております。設置、それから名称及び位置について、それから第３

条については事業の内容、それから第４条につきましては指定管理者による管理につい

て、それから第５条につきましては開園時間及び開園日、それから第７条、利用料金、

第８条、利用料金の減免、それから第９条、利用許可の取り消し、第１０条、原状回復

の義務、第１１条、委任。附則について、平成２８年４月１日から施行すると。別表に

つきましては、利用料金について記載しております。以上でございます。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第７ 第４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第７、第４号議案、神河町課設置条例の一部を改正する条

例制定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第４号議案の提案理由を説明申し上げます。

本議案は、神河町課設置条例の一部を改正する条例制定の件についてでございます。

内容としましては、１つ目は、課の業務を効率的に行うため、地域局を廃止し、これ

まで地域局で行ってきた業務を健康福祉課として行うための改正でございます。２つ目

としまして、これまで総務課の一部として地域創生総合戦略を計画してまいりましたが、

いよいよ２８年度から本格実施を迎えるに当たり、一つの課として独立させ、積極的に

進めていく覚悟でこのたび新たな、ひと⋞まち⋞みらい課を設置するための改正案でご

ざいます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

なお、詳細につきましては総務課長から御説明しますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（前田 義人君） 総務課、前田です。第４号議案の詳細について説明をさせ

ていただきます。

新旧対照表をごらんください。第１条で、改正前に、現在当町で設置している１０課

が記載されております。改正後では、上から６番目に新しく、「ひと⋞まち⋞みらい

課」を挿入し、改正前の一番下にある「地域局」を削除いたします。これにより１減１

増で増減なしの１０課となります。このほかに病院、議会事務局、教育課ということで、

１３部局ということになろうかと思います。

課の統廃合につきましては、平成１８年に策定いたしました第１次神河町行財政改革
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大綱に基づき、合併時ありました１８部局を約半数程度に統廃合することを目的として、

平成２０年１月に合併後初めてとなる見直し、４減１増の１５部局とグループ制の導入

を行い、その後２２年には政策調整課を総務課に統合、１減の１４部局、２５年度には

財政課を総務課に統合、１減の１３部局とし、簡素で効率的な行政運営を推進しており

ます。

今回の改正では、行財政改革大綱により課題の一つとなっておりました地域局と健康

福祉課の統合につきましては、これまで約２年間、住民サービスを低下させることなく

どのように統廃合するかをテーマに、関係職員による検討会議で方向性を定め、集落別

懇談会で住民の皆様に御理解を求めるとともに、区長会でも状況説明をさせていただい

ております。

その結果、お手元に配付させていただきました本日配付資料ですが、第４号議案の参

考資料をごらんになっていただきたいと思いますが、図の一番下のとおり、これまで地

域局で取り扱っておりました、番号でいいますと２０番、自動車臨時運行許可に関する

こと、２１番、資源ごみ回収申請受け付けに関すること、２２番、犬の登録及び狂犬病

予防注射済み証の交付に関することを、それぞれ本庁の担当課のみで取り扱うこととし、

その他１番から１９番までの業務とともに健康福祉課と統合をいたします。今回、本庁

のみの取り扱いとさせていただきました３業務につきましては、その対象者がほとんど

事業者の方であり、また、住民の方の利用は極めて頻度が少ない事務とさせていただい

ておりますので、ほぼ住民サービスの低下にはつながらないものと考えております。

健康福祉課と統合することのメリットとしましては、やはりスケールメリットであり

ます。少人数の課で体調不良などによる急な休暇が重なることも懸案事項となりますが、

特殊な知識を必要とするものは別ですが、対応できる職員が多くなることが住民サービ

スの安定的提供にもつながるものと考えます。また、一度に大量の業務をこなさなけれ

ばならないといったような状況のときには、何といってもマンパワーが必要です。これ

までも助け合ってきておりますが、同じ課とすることでさらにそのメリットが拡大する

ものと考えております。

今回改正のもう一つである、ひと⋞まち⋞みらい課につきましては、町長の提案説明

のとおり、平成２８年度は本年度策定いたしました地域創生総合戦略に本格的に取り組

んでいく年であります。この総合戦略を確実に推進するためには課を超えた連携が必要

なのはもちろんですが、その核となる課が必要不可欠です。お手元に配付させていただ

きました資料のとおり、当町の一番の課題である人口に関するものとして、住民生活課

が担当しております２番、結婚相談事業に関することと、地域振興課が担当しておりま

す３番、空き家活用に関すること、そして今年度、総務課として担当しておりました地

域創生そのものである１番、地方創生の計画及び総合調整に関すること、それに加え、

４番、地域創生総合戦略に関することを担当する課として新設いたします。

課の名称につきましては、担当業務がイメージしやすく対外的にもインパクトのある
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ものとして、平仮名を使い、ひと⋞まち⋞みらい課としました。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第８ 第５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第８、第５号議案、行政不服審査法の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例制定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例制定の件につい

てでございます。

第１号及び第２号議案で御説明させていただいたとおり、行政不服審査法は平成２６

年３月に関連法案とともに改正案が国会に提出され、同年６月に成立、公布されました。

改正行政不服審査法の概要としましては、まず、公正性の向上が上げられます。審理

において、職員のうち処分に関与しない者、審理員が両者の主張を公正に審理すること

となり、その裁決については有識者から成る第三者機関が点検を行うこととなりました。

また、不服申し立てをすることができる期間を６０日から３カ月に延長し、不服申し立

ての手続を審査請求に一元化、不服申し立て前置の見直しが行われました。

このように、改正行政不服審査法の改正点は、審理員による審理手続の導入、第三者

機関への諮問手続の導入、審査請求期間の延長、提出書類等の謄写など多岐にわたりま

す。本議案は、当町において改正行政不服審査法が求める必要な措置について、神河町

行政手続条例、神河町情報公開条例、神河町個人情報保護条例、神河町特別職の職員で

非常勤のものの報酬、費用弁償及び旅費に関する条例、神河町固定資産評価審査委員会

条例及び神河町土地改良事業分担金徴収条例の改正を行うものであります。

以上が提案の理由及び内容でございます。

詳細につきましては総務課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（前田 義人君） 総務課、前田です。第５号議案の詳細について御説明を申

し上げます。

先ほど町長の提案説明で申し上げましたとおり、改正行政不服審査法が公布されたこ

とによりまして、それに基づく整備以外の所要の改正も同時に行うということでござい

ます。
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それでは、本条例案を順に御説明を申し上げます。

整備条例第１条は、神河町行政手続条例の一部改正についてでございます。第１に、

第３条第１０号において、行政不服審査法の改正により不服申し立ての手続が審査請求

に一本化されることによる文言の整理を行います。第２に、１９条第２項第４号におい

ては、例規上の表現方法を若干変更しております。

続きまして、整備条例第２条は、神河町情報公開条例の一部改正についてでございま

す。まず第１に、目次、第３章、第１９条、第２１条、第２２条、第２４条から第２６

条まで、第２９条及び第３０条においての改正ですが、行政不服審査法の改正による文

言の整理を行うものでございます。第２に、第１５条の改正ですが、第１９条を新設し

第２０条を削ったことによる条ずれを整理するものでございます。第３に、新たに新設

された第１９条の規定ですが、神河町情報公開条例に基づく開示決定等に対して不服申

し立てを行う場合、審理員の指名をせず審査庁において審理を行う旨の行政不服審査法

の適用除外規定を設けるものでございます。第４に、第１９条改め第２０条に新設され

た第２項及び第３項の規定ですが、行政不服審査法の規定により、審査会へ弁明書を添

えて諮問し、諮問した旨を審査請求人等へ通知する旨の規定を設けるものでございます。

第５に、第２７条の改正ですが、審査会が審査請求人等から意見書または資料の提出が

あった場合の手続について規定をするものでございます。

続きまして、整備条例第３条は、神河町個人情報保護条例の一部改正についてでござ

います。まず第１に、第３２条及び３３条においての改正ですが、行政不服審査法の改

正による文言の整理を行うものであります。第２に、１８条の改正ですが、第２７条を

新設し第２８条を削ったことによる条ずれを整理するものでございます。第３に、新た

に新設された第２７条の規定ですが、神河町個人情報保護条例に基づく開示決定等に対

して不服申し立てを行う場合、審理員の指名をせず審査庁において審理を行う旨の行政

不服審査法の適用除外規定を設けるものでございます。第４に、第２７条改め第２８条

の改正ですが、同条第１項においては、行政不服審査法の改正による文言の整理ととも

に、審査請求があった場合の審査会への諮問について除外規定を設けるものでございま

す。同条第２項及び第３項においては、行政不服審査法の規定により、審査会へ弁明書

を添えて諮問し、諮問した旨を審査請求人等へ通知する旨の規定を設けるものでござい

ます。

続きまして、整備条例第４条は、神河町特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁

償及び旅費に関する条例の一部改正についてでございます。この改正は、別表において、

第１号議案で条例案を上程しております行政不服審査会においての報酬を定め、また、

心身障害児就学指導委員会の名称が教育支援委員会に変更される旨の規定を定めるもの

であります。

続きまして、条例第５条は、固定資産評価審査委員会条例の一部改正についてでござ

います。まず、第４条の改正ですが、第２項において、委員会へ審査の申し出を行う際
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の記載事項が追加になり、第３項において、その添付書類において行政不服審査法施行

令第３条第１項に定める書面を添付するよう定め、第６項において、審査申し出人の代

表者等がその資格を失った際の手続を定めるものであります。次に、第６条の改正です

が、第２項にて、弁明書を、電子情報処理組織、コンピューターシステムにおいて、電

子媒体、データにて提出することも可能とする規定を定め、第３項においては、弁明書

の副本を審査申し出人へ送付しなくても可能な場合の除外規定を削除し、第５項におい

ては、審査申し出人から反論書の提出があった場合の手続を規定するものでございます。

次に、第１０条の改正ですが、行政不服審査法に基づく手数料の規定を定めるものでご

ざいます。次に、第１０条改め第１１条及び第１２条改め第１３条から第１４条改め第

１５条までの改正ですが、新たに第１０条を新設したことによる条ずれを整理するもの

でございます。次に、第１１条改め第１２条の改正ですが、審査の決定の際の記載事項

及び手続について定めるものでございます。

続きまして、整備条例第６条は、神河町土地改良事業分担金徴収条例の一部改正につ

いてでございます。第３条の改正ですが、改正行政不服審査法に規定する審査請求が可

能な期間の変更及び文言の整理を行い、また、不服申し立ての手続において異議の申し

立てが廃止されたことにより、第２項を削るものでございます。

この条例は平成２８年４月１日から施行するということで提案をさせていただいてお

ります。

以上、詳細について説明をさせていただきました。よろしく御審議くださいますよう

お願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第９ 第６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第９、第６号議案、神河町税条例及び神河町国民健康保険

税条例の一部を改正する条例制定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町税条例及び神河町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定の

件についてでございます。

改正の理由は、地方税法の一部を改正する法律が制定されたことによる町税条例の一

部改正、及び平成２８年度与党税制改正大綱において一部の手続における個人番号の利

用の取り扱いを見直す方針が示されたことによる町税条例の一部を改正する条例の一部

を改正する条例が国から示されたことに伴い、神河町税条例及び神河町国民健康保険税

条例の一部を改正するものでございます。
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詳細につきましては税務課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

税務課長。

○税務課長（和田 正治君） 税務課、和田でございます。それでは、第６号議案の説明

をさせていただきます。

先ほど町長も申しましたが、今回の神河町税条例の改正につきましては、地方税法の

一部を改正する法律が制定されたことによる町税条例の一部改正、及び平成２８年度与

党税制改正大綱において一部の手続における個人番号の利用の取り扱いを見直す方針が

示されたことによる町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例が総務省より

示されたことに伴い改正するものでございまして、主な改正としましては、町税の徴収

猶予及び換価の猶予に関するものと、平成２８年１月１日施行の番号法に関する改正条

例の一部を改正するものでございます。

それでは、新旧対照表により説明をさせていただきます。新旧対照表の１ページをお

願いいたします。第１条による改正といたしまして、町税条例の改正でございます。

まず、第８条につきましては、町が徴収する徴収金の猶予をする場合の分割納付につ

いて定めたものでございまして、その納付の方法や地方税法で定めた猶予期間を延長し

た場合の納付の方法について定めたものでございます。ちなみに猶予期間はその徴収金

の納期限から１年間でございまして、延長については、その猶予期間と合わせて２年を

超えることができないと地方税法では定めてございます。

次に、新旧対照表の２ページをお願いいたします。第９条につきましては、町が徴収

する徴収金の猶予を申請する場合、または徴収を猶予する期間の延長を申請する場合の

申請書の記載事項及び添付書類について定めたものでございます。

次に、４ページをお願いいたします。第１０条につきましては、地方税法に定める徴

収の猶予の取り消し事由である、徴収の猶予をしたそれ以外の徴収金を滞納した場合の

債権について定めておりまして、具体的には後期高齢者医療保険料、それから介護保険

料等を滞納した場合を定めたものとしてございます。

次に、第１１条につきましては、職権による換価の猶予をする場合、または換価の猶

予の期間を延長する場合に提供を求める書類について定めており、徴収の猶予の規定を

準用しております。

次に、５ページをお願いいたします。第１２条につきましては、申請による換価の猶

予を申請する場合、または換価を猶予する期間の延長を申請する場合の申請書の記載事

項及び添付書類について定めたものでございます。

第１３条につきましては、徴収の猶予及び換価の猶予をする場合に担保を徴する必要

がない場合を定めております。

次に、６ページでございます。第１８条及び第２３条第３項につきましては、法律の
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改正にあわせて文言を同様に改めたものでございます。

次に、第５１条第２項第１号及び７ページの第１３９条の３第２項第１号につきまし

ては、昨年１２月議会において改正を行いました番号法に係るところの改正のうち、町

民税及び特別土地保有税に係る減免申請を行う際に個人番号を記載するとしておりまし

た部分を削除するとの改正でございます。

また、８ページの第２条関係、国民健康保険税条例第２５条につきましても同様の改

正でございます。

なお、この条例は公布の日から施行し、ただし、第１条中第８条から第１３条まで、

第１８条及び第２３条第２項の改正規定は、平成２８年４月１日から施行いたします。

第１条による改正後の町税条例第５１条第２項第１号、第１３９条の３第２項第１号及

び第２条による改正後の国民健康保険税条例の規定につきましては、平成２８年１月１

日から適用といたします。

今回の改正につきまして、別紙改正概要を最終ページにつけさせていただいておりま

すので参考としていただきたいと思います。

以上、第６号議案の説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたし

ます。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第１０ 第７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１０、第７号議案、神河町職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例等の一部を改正する条例制定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第７号議案の提案理由並びに内容につきまして御説明申し上げ

ます。

本議案は、神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等の一部を改正する条

例制定の件についてでございます。

第１条、神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例は、

地方公務員法、昭和２５年法律第２６１号の改正により、第２４条第２項が削除されま

した。同法第２４条は、職員の給与はその職務と責任に応ずるものでなければならない

とされ、同条第２項で、前項の規定の趣旨はできるだけ速やかに達成されなければなら

ないとされています。その第２項が廃止されたことにより、以降の項が順次ずれてまい

りました。その影響を受け、神河町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例中第２

４条第６項を準用していたものが第５項にずれたことを受け、改正するものでございま

す。
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また、第３条では、地方公務員法、昭和２５年法律第２６１号の改正により、第２４

条第２項が削除されました。同法第２４条は、職員の給与はその職務と責任に応ずるも

のでなければならないとされ、同条第２項で、前項の規定の趣旨はできるだけ速やかに

達成されなければならないとされています。その第２項が廃止されたことにより、以降

の項が順次ずれてまいります。その影響で、第１条により、神河町職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例中第２４条第６項を準用していたものが第５項にずれたことを

受け、改正するものでございます。

あわせて、職員の給与に関する条例の附則中、住居手当の持ち家に対する手当を廃止

することにより給与条例附則が削除されるため、附則の項がずれてまいります。その項

ずれに対応するものでございます。２条では、１条の後段で申し上げましたことと同様

に、給与条例附則を削除したことによる附則第１８項が１７項に改めたことに対する改

正でございます。第３条では、１条の前段で申し上げましたことと同様に、地方公務員

法の改正により第２４条第２項が廃止されたことの結果、第２４条第６項を準用してい

たものが第５項にずれたことに対する改正でございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。よろしく御審議をいただきますようお願

いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第１１ 第８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１１、第８号議案、神河町非常勤の職員の公務災害補償

等に関する条例及び神河町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件

を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８号議案の提案理由及び内容について御説明申し上げます。

本議案は、神河町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び神河町消防団員等

公務災害補償条例の一部を改正する条例制定の件についてでございます。

地方公務員災害補償法施行令の一部を改正する政令が平成２８年１月２２日付で公布

され、平成２８年４月１日から施行されます。今回の改正は、労働者災害補償保険法に

よる年金たる保険給付と同一の事由により厚生年金保険法による年金たる給付が支給さ

れる場合に、労災年金に乗ずる調整率が変更となったため、地方公務員災害補償法施行

令においても改正が行われています。それに伴い、当町においても条例において調整率

の改正を行うものでございます。また、改正行政不服審査法の改正により、用語の改正

についてもあわせて行うものでございます。

以上が提案の理由及び内容でございます。
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詳細につきましては総務課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（前田 義人君） 総務課、前田です。第８号議案の詳細について御説明を申

し上げます。

ただいま町長の提案のとおり、地方公務員災害補償法施行令の一部を改正する政令の

施行において、地方公務員災害補償法による傷病補償年金または休業補償と同一の理由

により厚生年金保険法による障害厚生年金等が併給される場合の調整率を ８６から

８８に改正されます。また、その改正に伴い、警察官、消防吏員等、生命または身体に

対する高度の危険が予測される公務において災害を受けた場合の調整率を ９１から

９２に、傷病等の等級が第１級、第２級の場合はそれぞれ ９０から ９１、 ９０か

ら ９２に改正されます。この上位法の改正に伴い、当町においても、第１条により神

河町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例、第２条により神河町消防団員等公務

災害補償条例について調整率の改正を行うものでございます。

なお、行政不服審査法改正による不服申し立ての区分が審査請求に一本化されたこと

に伴う文言の改正、異議申し立てを審査請求に変更につきましても、同時に改正を行う

ものでございます。

なお、この条例は平成２８年４月１日から施行するとしまして、附則の第２項、第３

項におきましては、それぞれ経過措置を定めております。

以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第１２ 第９号議案及び第１０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１２、第９号議案、神河町特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例制定の件及び第１０号議案、旧神河町

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例制定の件

を議題といたします。

上程２議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９号議案及び第１０号議案の提案理由及び内容について、関

連がございますので一括して御説明申し上げます。

本議案は、神河町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例制定の件及

び旧神河町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例制定の件についてで

ございます。

－３６－



この改正は、去る２月３日に開かれた特別職報酬等審議会の答申に基づき提案するも

のです。その答申の要点としましては、報酬月額については今年度は改定を行わない。

期末手当については、県下の１２町の期末手当の支給状況も踏まえ、人事院勧告による

一般職の改定に準じ、 １カ月引き上げ年間 １５月とすることとするというもので、

その内容に沿った形で改正を提案しております。

改正の内容は、期末手当の引き上げを行うものでございまして、６月の期末手当を現

行１００分の１９ ５から１００分の２０ ５へ、また１２月期末手当について、現行

１００分の２０ ５から１００分の２１ ５へと引き上げる改正でございます。昨年か

ら自主的な減額を行っている一般職員の給与の総合的見直しに準じた措置については自

主判断としますという答申であったため、今回の提案も、１年間に限り報酬月額を１０

０分の９８を乗じた額とすることを継続する内容で御提案申し上げるものでございます。

なお、この条例は「旧神河町教育長の」となっていますが、平成２７年３月定例会に

おいて、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部が改正されたことによる神河

町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例が既に廃止されたことにより、

旧神河町教育長となっておりますことを申し添えます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。よろしく御審議をいただきますようお願

いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第１３ 第１１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１３、第１１号議案、神河町職員の給与に関する条例等

の一部を改正する条例制定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定の件について

でございます。

まずは、本年度の人事院勧告に関連する改正でございます。主に３点の改正でござい

ます。

１点目は、俸給表の改正についてです。職員の給与決定につきましては、地方公務員

法第２４条第３項の均衡の原則に基づき、国家公務員を基本とし、兵庫県及び県下各市

町の状況と町の状況を総合的に勘案し、改定の判断をしているところであり、このたび

の改正についても人事院勧告を受け、兵庫県の状況、県下各市町の状況と神河町の状況

を照らし合わせ、改定を行うものでございます。そこで、行政職給料表においては、本

－３７－



年度の人事院の勧告で初任給が民間との間に差があることを踏まえ、１級の初任給を

５００円引き上げ、若年層についても同程度の改定を行います。そのほか、高齢層にお

いては官民の給与差が縮小することとなることを踏まえ、１００円の引き上げを基本

に改定を行うものです。そのほか医療職の俸給表については、行政職との均衡を基本に

２００円から１００円程度の改定を行います。また、技能労務職の給料表について

も、行政職との均衡を基本に５００円から１００円程度の改定を行います。

２点目は、全ての職員に関連する勤勉手当の支給率の改定でございます。勤勉手当に

ついては昨年の人事院勧告でも改定されましたが、昨年に続き、今年度の勧告でも年間

支給月数を １月の引き上げ内容の勧告がありました。その勧告を踏まえ、年間支給月

数を ５月から ６月に引き上げる改正でございます。

３点目は、単身赴任手当の基礎額、距離区分における加算額を引き上げるものでござ

います。単身赴任手当については昨年の人事院勧告でも改定が勧告されましたが、段階

的に引き上げることとされており、ことしも引き続き改定がされました。改定内容は、

単身赴任手当の基礎額が２万０００円を３万円に引き上げます。また距離区分におけ

る加算額は、最大で５万０００円のランクが７万円に、１万０００円の引き上げに

なります。

人事院勧告に関する改定は以上でございますが、次に、住居手当に関する改定でござ

います。お約束をしておりましたとおり、住居手当のうち持ち家に関する手当の廃止に

ついての提案でございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

詳細につきましては総務課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（前田 義人君） 総務課、前田です。それでは、第１１号議案の詳細につい

て御説明を申し上げます。

人事院勧告の重立った内容につきましては、本日配付をさせていただきました第１１

号議案の参考資料のほうで御確認をいただきたいと思います。こちらのほうに重立った

部分を掲載させていただいております。

それでは、私のほうの説明は、新旧対照表をごらんになっていただきながら説明を進

めたいと思いますので、よろしくお願いします。

まず、第１条による改正では、神河町職員の給与に関する条例第３２条に規定されて

おります勤勉手当について、本年度の人事院の勧告を受け、平成２７年度の支給月数を、

第１号の再任用職員以外の職員について１００分の７５を６月は１００分の７５のまま

据え置き、１２月を１００分の８５に引き上げ、第２号の再任用職員については１００

分の３５を６月は１００分の３５月のまま据え置き、１２月を１００分の４０に引き上
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げるものです。

附則２１号は、給料表６級適用者のうち５５歳を超える者に対する ５％の減額に関

する規定で、１００分の １２５を６月は１００分の １２５月のまま据え置き、１２

月を１００分の ２７５に引き上げるものです。また、 ５％を減額すると給料表６級

の最低号給に達しない場合は減額せず、１００分の７５を６月は１００分の７５のまま

据え置き、１２月を１００分の８５に引き上げるものです。

新旧対照表の２ページをごらんください。２ページからの別表第１につきましては、

行政職給料表で一般行政職に適用されるもの、７ページからの別表第２は、医療職の給

料表（一）で医師に適用されるものです。１０ページからの別表第３につきましては、

医療職給料表（二）で薬剤師などの医療技術職に適用されるものです。１５ページから

の別表第４につきましては、医療職給料表（三）で看護職に適用されるもので、ごらん

のとおりの改正となります。

別表１の行政職給料表では、１級の初任給を５００円引き上げ、それにあわせ初任

の級付近も５００円の引き上げを行い、以降、順次引き上げ額が少なくなり、高齢層

においては１００円の引き上げにとどまるという国家公務員同様の改定になっており

ます。次の別表第２の医療職給料表（一）では、行政職と考え方は同じで、初任給を

２００円の引き上げを行い、以降、順次引き上げ額を少なくし、高齢層では１００円

の引き上げとなっています。次の別表第３の医療職給料表（二）では、さきの給料表と

同じ考え方で、初任給を６００円引き上げ、以降、順次引き上げ額を少なくし、高齢

層では１００円の引き上げにとどまっております。次の別表第４の医療職給料表

（三）では、これも同様の考え方で、初任給を８００円の引き上げを行い、以降、順

次引き上げ額を少なくし、高齢層では１００円の引き上げるにとどまる改定でござい

ます。

あわせて、条例ではございませんが、参考としてつけさせていただいております技能

労務職給料表についても同じ考え方で改定を行っております。

次に、２２ページからの第２条による改正をごらんください。第１条は、上位法であ

る地方公務員法の改正により項ずれが起きておりまして、第６項を第５項に改めるもの

です。次に、第１８条は、住居手当のうち第１項第２号の持ち家手当を削除し、同条第

２項で持ち家に関する前項第２号を引用している文言等を削除するとともに、単身赴任

者の住居手当について第３号を新設するものであります。なお、この第３号の新設につ

きましては、以前の改正漏れであり、この機会に是正をさせていただくものであります。

次に、第２９条の期末手当につきましては、持ち家手当を廃止した関係で附則が１項な

くなりましたので、以降の項について項ずれを起こしておりますので、項ずれを訂正す

る改正であります。次に、３１条でございますが、これは上位法である行政不服審査法

が昨年改正されたため、関係条項の改正を行うものでございます。次に、３２条の勤勉

手当につきましては、持ち家手当に関する附則第１１号を削除したため附則の項ずれに
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対応するものと、平成２５年の地方公務員法の改正に伴う人事評価制度導入による文言

の改正になります。同じく３２条第２項では、勤勉手当の支給月数が、平成２８年度以

降については、６月、１２月の支給月数を１００分の８０に改正するものです。また、

再任用職員も同様に１００分の３ ５に改正を行うものです。これらの改正は、平成２

８年度からの適用となるものに対し、先ほど１条の改定は、平成２７年４月にさかのぼ

る改定でありますので、２段階での改定となっております。また、同じく第３２条第３

項については、項ずれの訂正でございます。

次の附則につきましては、１１項のところで住居手当の持ち家手当に関する条項を削

除しております。その影響を受け、以降の附則が全て繰り上がってまいりますので、そ

の改正です。あわせまして、附則文の中に附則を示す条文で項ずれを起こしているもの

の改正となっています。附則の２０項につきましては、６級で５５歳以上の職員につい

ては ５％削減を行っている関係で、勤勉手当支給率が改正されていることを受けての

率の改正となってます。

次に、２７ページからの第３条、２８ページからの第４条、３０ページからの第５条

による改正につきましては、先ほどの改正と同様に、附則文の中に附則を示す条文で項

ずれを起こしているものの改正となっています。

次に、３１ページからの第６条による改正につきましては住居手当に関連する改正で

ございまして、東日本大震災復興に伴う派遣職員に対する住居手当のうち持ち家手当の

支給に関するものですので、持ち家手当を廃止することにより本附則を廃止するもので

ございます。

次に、３２ページの第７条による改正につきましては、先ほどの改正と同様に、附則

文の中に附則を示す条文で項ずれを起こしているものの改正となっています。

次に、同じく３２ページの第８条による改正につきましては、第３項については項ず

れを訂正する改正、第７項については単身赴任手当の改正に関するもので、昨年の人事

院勧告で単身赴任手当の改正があり、２万０００円から３万円へ改定がされましたが、

参考資料としてつけております神河町職員の給与に関する規則の第４条の附則で示され

ているとおり段階的に改定するとして、３０年３月３１日までは２万０００円の改定

となっておりましたが、それが今年度の勧告により２８年３月３１日までと改正され、

４月からは本則に沿った３万円の改定となります。同じく単身赴任手当の距離加算につ

いてですが、条例にはございませんが、神河町職員の給与に関する規則の一部を改正す

る規則第１条中、本則の第６３条の４第３項において、距離による区分により０００

円から最高１万０００円の引き上げが行われております。また、同じく規則の一部を

改正する規則第１条中、本則第８３条においては、上位法である行政不服審査法の改正

により、不服申し立てが審査請求という文言に改正をするものでございます。

最後に、改正条例、１７ページの附則をごらんください。附則第１号では、この条例

は公布の日から施行し、第２条から８条までは平成２８年４月１日から施行いたします。
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附則２項では、第１条の規定による改正後の神河町職員の給与に関する条例の規定は、

平成２７年４月１日から適用いたします。これらの規定により、第１条に規定されてい

る６月と１２月で支給月数の違う勤勉手当は平成２７年度限りの取り扱いとなります。

附則第３項では、２７年度に既に支給された給料及び勤勉手当は改正後の内払いとし、

今後差額を支給することとなっていきます。

以上が改正内容でございますが、次のページからは、神河町職員給与に関する規則の

一部を改正する規則と技能労務職の給与等に関する規則の一部を改正する規則を本改正

条例と同様に改正するものであります。

以上、詳細説明とさせていただきますので、よろしく御審議くださいますようお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第１４ 第１２号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１４、第１２号議案、神河町消防団条例の一部を改正す

る条例制定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町消防団条例の一部を改正する条例制定の件についてでございます。

改正の理由につきましては、昨年９月１日、神河町議会において議決いただきました

神河町消防団条例の一部を改正する条例において、議決後に改正の内容漏れが判明しま

したので、再度、神河町消防団条例の一部を改正するものでございます。

詳細につきまして住民生活課防災特命参事から説明いたしますので、よろしく御審議

をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課防災特命参事。

○住民生活課参事兼防災特命参事（田中 晋平君） 住民生活課、田中でございます。初

めに、おわび申し上げます。昨年９月１日に議決いただきました神河町消防団条例の一

部を改正する条例において、議決後に改正の内容漏れが２つ判明いたしました。まこと

に申しわけありませんでした。今後このようなことがないよう事務を進めてまいります。

それでは、第１２号議案の詳細につきまして説明させていただきます。新旧対照表を

ごらんください。

１つ目は、消防団員定員の改正漏れでございます。本則第３条でございます。平成２

７年７月２３日開催の消防審議会において、組織改編にのっとった神河町消防団条例及
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び神河町消防団条例施行規則の改正について諮問し、７月２９日に諮問した内容どおり

の答申を受けたところでございます。その消防審議会資料におきまして神河町消防団条

例の改正点を記載する中で、条例第３条、定員についての改正漏れをしておりました。

組織改編にあわせて定員の積算根拠であります消防力の整備指針に基づき、神河町消防

団が発足して１０年経過する中の人口減少と、同じく地籍調査の成果に伴う平地面積の

変更を反映し計算を行いましたところ、その結果、７６９名から７４８名に２１名減少

させる必要がありますので、定員を改正するものでございます。

２つ目は、団員報酬の引き上げについて、班長の改正漏れでございます。第９条でご

ざいます。この項目につきましても、先ほどの説明と同じく、昨年７月２３日の消防審

議会資料において神河町消防団条例の改正点を記載する中で、条例第９条、報酬につい

て班長の改正漏れをしておりました。

いずれも平成２８年度予算作成の過程で改正の内容漏れに気づきましたので、改正議

案を提出させていただくものでございます。

以上、詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第１５ 第１３号議案及び第１４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１５、第１３号議案、神河町指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件及

び第１４号議案、神河町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１３号議案、第１４号議案につきましては関連がございます

ので、一括して提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

第１３号議案、神河町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件及び第１４号議案、神河町指定地域密

着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例制定の件でございます。

いずれも介護保険法の一部が改正され、厚生労働省令により、指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準、平成１８年厚生労働省令第３４号の一部

が改正されたことよる改正でありまして、第１３号議案では、利用定員１８名以下の指

定通所介護事業所については少人数で生活圏域に密着したサービスであることから、地
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域との連携や運営の透明性の確保、また市町村が地域包括ケアシステムの構築を図る観

点から整合性のあるサービス基盤の整備を行う必要があるため、平成２８年４月１日か

ら指定権限等が県から市町にかわる地域密着型サービス、地域密着型通所介護事業所に

移行されることとされ、これに伴う改正でございます。

続きまして、第１４号議案では、介護予防のための効果がより多く出るよう、地域密

着型介護予防認知症対応型通所介護事業者は、地域包括支援センターの職員、介護予防

認知症対応型通所介護について知見を有する者等により構成される協議会を設置し、お

おむね六月に１回以上、運営推進会議を開催するとともに、必要な要望、助言等を聞く

機会を設けなければならなくなったことを受け、改正を行うものでございます。

詳細につきまして健康福祉課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いい

たします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

健康福祉課長。

○健康福祉課長兼地域局長（大中 昌幸君） 健康福祉課、大中でございます。第１３号

議案、第１４号議案の詳細について御説明申し上げます。参考資料をあわせて配付して

おりますので、それも見ていただければと思います。

まず、第１３号議案、神河町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例でございますが、先ほど町長から提案説

明がありましたとおり、介護保険法の一部が改正されまして、利用定員１８名以下の指

定通所介護事業所、いわゆるデイサービスセンターについては、平成２８年４月１日以

降は地域密着型サービスに移行されることとされています。これに伴い、条例の一部を

改正するものでございます。

神河町では、対象となる指定通所介護事業所としては４カ所ございますが、うち２カ

所が休止中でございまして、残り２カ所が今回の対象事業所になります。

それでは、１３号議案の説明をさせていただきます。新旧対照表をもとに説明させて

いただきます。

１ページをごらんください。目次、３章の次に３章の２、地域密着型通所介護を新た

に定め、第１節、基本方針、第６０条から第５節、指定療養通所介護の事業所の方針並

びに人員、設備及び運営に関する基準の第４款、運営に関する基準、第８１条の１６ま

でを追加しております。

２ページと３ページをごらんください。以降、目次、本則については、改正前の第６

０条については８２条というように、２２の条ずれにより各条を繰り下げております。

５ページをごらんください。１４条の改正については、指定定期巡回⋞随時対応型訪

問介護看護事業者がサービス担当者会議において利用者の状況を把握するための根拠条

例の改正をするものでございます。第１６条については、介護保険法の改正による条項

の改正をするものでございます。
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６ページをごらんください。第１７条についても介護保険法の条項を改正するもので

ございます。第３０条……。

○議長（安部 重助君） 健康福祉課長、ちょっと資料がおかしいように思うんですけど、

ページ数が。皆さん、わかりましたか、わかった。

○健康福祉課長兼地域局長（大中 昌幸君） おかしいですか。

では、ページ数は飛ばさせていただきます。

○議長（安部 重助君） ちょっと待って。

ちょっと暫時休憩します。

午前１１時４０分休憩

午前１１時４１分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

○健康福祉課長兼地域局長（大中 昌幸君） 改めて申し上げます。新旧対照表をもとに

御説明させていただきます。

５ページをごらんください。第１４条の改正については、指定定期巡回⋞随時対応型

訪問介護看護事業者がサービス担当者会議において利用者の状況を把握するための根拠

条項の改正をするものでございます。第１６条については、介護保険法の改正による条

項の改正をするものでございます。

６ページをごらんください。第１７条についても、介護保険法の改正による条項の改

正をするものでございます。第３０条及び第５４条の改正については、文言を改正する

ものでございます。

第３章の２、地域密着型通所介護については、目次の改正で説明いたしましたとおり

介護保険法が改正され、厚生労働省令により基準の一部が改正され、新しく条例に組み

込まれたものでございます。第１節、基本方針を６ページと７ページに、第２節、人員

に関する基準を７ページから９ページに、第３節、設備に関する基準を９ページと１０

ページに、４節の運営に関する基準を１０ページから１７ページに、５節、指定療養通

所介護の事業の方針並びに人員、設備の運営に関する基準を１７ページから２５ページ

に規定しております。第８２条については、認知症の介護保険法上の定義を削除するも

のでございます。

２８ページをごらんください。８７条第１項及び第２項については、介護保険法改正

による条項の改正でございます。

２９ページをごらんください。第８９条及び９０条は削除するものでございます。

３０ページをごらんください。９１条については、改正前の６９条の指定認知症対応

型通所介護事業者についての説明を追加するものでございます。

３１ページをごらんください。第９４条は削除するものでございます。第９５条につ

いては、文言の一部を削除するものでございます。第９６条から第１００条の２までは
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削除するものでございます。

３３ページをごらんください。第１０１条については、第２項第５号については文言

の一部を改正し、第６号については文言を追加しております。第１０２条については、

指定認知症対応型通所介護の事業について準用する条項について改正するとともに、文

言の読みかえについて改正するものでございます。

３９ページをごらんください。第１２７条は削除でございます。

４０ページをごらんください。第１２９条については、第２項第８号の条項を改正す

るものでございます。第１３０条については、指定小規模多機能型居宅介護の事業につ

いて準用する条項について改正するとともに、文言の読みかえについて改正するもので

ございます。

４１ページをごらんください。第１３１条については、介護保険法の改正による条項

の改正でございます。

４４ページをごらんください。第１４９条第２項第７号については、条項を改正して

おります。

４５ページをごらんください。第１５０条については、指定認知症対応型共同生活介

護の事業について準用する条項について改正するとともに、文言の読みかえについて改

正するものでございます。

４６ページをごらんください。第１５１条については、介護保険法の改正による条項

の改正でございます。

４８ページをごらんください。第１７０条第２項第７号については、条項を改正して

おります。第１７１条については、指定地域密着型特定施設入所者生活介護の事業につ

いて準用する条項について改正するとともに、文言の読みかえについて改正するもので

ございます。

４９ページをごらんください。第１７２条は、介護保険法の改正による条項の改正で

ございます。

５０ページをごらんください。第１７３条第１３項については、福祉事業所の併設に

より人員配置の緩和をすることができる事業所として、指定地域密着型通所介護事業所

を追加した改正でございます。

５５ページをごらんください。第１９８条第２項第８号の改正については、条項を改

正しております。第１９９条については、指定地域密着型老人福祉施設の事業について

準用する条項について改正するとともに、文言の読みかえについて改正するものでござ

います。

５８ページをごらんください。第２１１条については、ユニット型指定地域密着型介

護老人福祉施設の事業について準用する条項について改正するとともに、文言の読みか

えについて改正するものでございます。

６２ページをごらんください。第２２３条第２項第１０号については、条項を改正し
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ております。第２２４条の改正については、指定看護小規模多機能型居宅介護の事業に

ついて準用する条項について改正するとともに、文言の読みかえについて改正するもの

でございます。

以上、議案第１３号の説明を終了いたします。

続きまして、１４号議案の説明をいたします。

この条例の目的については、介護保険法の改正により、地域密着型介護予防認知症対

応型通所介護事業者は地域との連携を図る運営協議会をおおむね６カ月に１回実施し、

必要な要望、助言を聞く機会を設けなければならないことになり、それに伴う条例改正

でございます。

それでは、同様、新旧対照表で御説明申し上げます。

２ページをごらんください。第５条第４項以降の条項改正については、議案１３号で

御説明したとおりでございますので説明を省略させていただきます。

５ページをごらんください。第３９条の改正については、当初に説明いたしましたと

おり、運営推進協議会を６カ月に１回以上開催し、事業者は活動状況報告を行い評価を

受けるとともに、地域住民の事業への参加や交流などを実施するよう改正するものでご

ざいます。

６ページをごらんください。第４０条第２項第６号の追加でございます。

１２ページをごらんください。第６２条については削除でございます。

１３ページをごらんください。第６４条第２項は文言の改正でございます。また、同

条第２項第８号の改正については、現行の６２条の削除に伴い改正するものでございま

す。第６５条については、指定介護予防小規模多機能型居宅介護事業についての条項に

ついて改正するとともに、文言の削除及び読みかえについて改正するものでございます。

１６ページをごらんください。第８５条第２項は文言の改正でございます。同項７号

については、準用する条項の変更でございます。第８６条については、準用する条項の

変更と、文言の削除と変更でございます。

ちなみに、ここで御提案しております地域密着型介護予防認知症対応型通所介護事業

所は、神河町にはございません。しかし、今後設置されることもございますので、今回

条例改正を行うものでございます。

以上で説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑につきましては第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第１６ 第１５号議案から第１８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１６、第１５号議案、辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の策定の件、第１６号議案、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件、第

１７号議案、辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件及び第１８号議案、辺地
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に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件を議題といたします。

上程４議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） それでは、第１５号議案から第１８号議案につきましては関連

がございますので、一括して提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

いずれも辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定の件でございまして、作畑⋞新

田辺地、大畑辺地、上越知辺地、上小田辺地のそれぞれについて整備計画を策定し、辺

地に係る公共施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の

規定により、議会の議決を求めるものでございます。

なお、この法律は、辺地を包括する市町村について、当分の間、当該辺地に係る公共

的施設の総合的かつ計画的な整備を促進するために必要な財政上の特例措置等を定め、

辺地とその他の地域との間における住民の生活⋞文化水準の著しい格差の是正を図るこ

とを目的として定めたものであります。第１５号から第１８号までの４辺地に係る総合

整備につきましては、その目的とともに財政措置が必要となることからも県との事前協

議が必要でありまして、いずれも協議が調ったことを受け、提案を行うものでございま

す。

まず、第１５号議案、作畑⋞新田辺地につきましては、町道作畑新田線整備事業と橋

梁長寿命化修繕事業でございます。

まず、町道作畑新田線整備事業でございます。当辺地地域内の主要道路である町道作

畑新田線につきましては、住民生活には欠かせない道路であり、またコミュニティーバ

スの運行路線となっております。しかしながら、狭小な幅員で車同士のすれ違いが困難

な場所や歩行者にとっても非常に危険であり、早期に改良する必要があります。

続きまして、橋梁長寿命化修繕事業でございます。当辺地地域内の住民生活には欠か

せない道路の橋梁につきましては、建設以降の経年劣化により老朽化が進んでおり通行

に支障を来すおそれがあることから、調査、点検を行った結果、早期の修繕が必要との

診断でございました。

続きまして、第１６号議案、大畑辺地につきましては、橋梁長寿命化修繕事業でござ

います。当辺地地域内の住民生活には欠かせない道路の橋梁につきまして、建設以降の

経年劣化により老朽化が進んでおり通行に支障を来すおそれがあることから、調査、点

検を行った結果、早期の修繕が必要との診断でございました。

続きまして、第１７号議案、上越知辺地につきましては、橋梁長寿命化修繕事業でご

ざいます。当辺地地域内の住民生活には欠かせない道路の橋梁につきましては、建設以

降の経年劣化により老朽化が進んでおり通行に支障を来すおそれがあることから、調査、

点検を行った結果、早期の修繕が必要との診断でございました。

続きまして、第１８号議案、上小田辺地につきましては、峰山高原スキー場整備事業、

町道峰山砥峰線整備事業、橋梁長寿命化修繕事業でございます。
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まず、峰山高原スキー場整備事業でございます。当辺地地域には雪彦峰山県立自然公

園があり、その中の峰山高原には、地域の活性化と自然豊かな森林環境を活用した滞在

型の健康づくり施設が整備されており、町内外多くの方が訪れております。

この経過につきましては、峰山高原かんぽレクセンター撤退の後を受け、平成２年に

は兵庫県が６大プロジェクトの一つとして兵庫大河内高原公園都市構想を発表、その後、

経済事情の変化により構想は頓挫し、現在運営のホテルリラクシアは、当初は県が８０

室で運営する予定でありましたが、町が１２０室にこだわり現在の運営となりましたが、

建設事業費については県で負担していただいております。当時の構想の中にも、スポー

ツ⋞レジャーゾーンとして峰山地区でのスキー場計画がありました。積雪を生かした冬

場の魅力アップのため、兵庫県の全面支援の中で進めておりますリーディングプロジェ

クト「極上の冬時間」は、これまでの積雪というマイナスイメージを逆手にとった、そ

の地域の持つ資源を強みに変えたことで、インバウンドを含め多くの方に冬の魅力を伝

え、楽しんでいただいております。ホテルリラクシアは、冬季には積雪があり冬場は基

本的に休館としておりましたが、このスキー場計画により年間を通しての利活用が可能

となります。昨年１０月、議会の御承認もいただきました神河町地域創生総合戦略にお

いても、この峰山高原の豊かな自然環境を生かした冬場の魅力づくりとしてスキー場の

整備を位置づけておりまして、地元雇用の増大と入り込み客の増大による地域経済の活

性化につなげていくことが、神河町にとっての大きな地域創生そのものであります。

続きまして、町道峰山砥峰線整備事業でございます。峰山高原を含む当辺地地域の主

要道路である町道峰山砥峰線につきましては、経年劣化により舗装が著しく劣化してお

り通行に支障を来すおそれがあることから、安全確保のため早期の修繕が必要となって

おります。

続きまして、橋梁長寿命化修繕事業でございます。当辺地地域内の住民生活には欠か

せない道路の橋梁につきましては、建設以降の経年劣化により著しく劣化しており通行

に支障を来すおそれがあることから、調査、点検を行った結果、早期の修繕が必要との

診断でございました。

以上、辺地事業の目的に沿って地域の生活⋞文化水準等の格差是正を図ることを目的

として、辺地対策事業でそれぞれ整備及び修繕を行うものでございます。

なお、詳細につきましては総務課財政特命参事から説明いたしますので、よろしく御

審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明の前に、ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時

ちょうどといたします。

午前１１時５９分休憩

午後 １時００分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。
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詳細説明の前に、１８号議案について町長のほうより訂正の申し入れがございますの

で、ここで発言を許可いたします。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 失礼いたします。先ほど１８号議案の提案説明の中で、現在運

営のホテルリラクシアの説明のところ、当初は県が８０室で運営する予定でありました

が町が１２０室というふうに説明をいたしました。それぞれ数字につきましては、これ

は８０名、そして１２０室については１２０名定員ということで、それぞれ訂正をし、

おわび申し上げます。よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） それでは、ここで第１５号議案から第１８号議案についての詳

細説明を求めます。

総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。それでは、

第１５号議案から第１８号議案の詳細説明をいたします。

公共的施設の整備を必要とする事情につきましては、先ほど午前中の町長提案のとお

りでございまして、その計画の実施により、それぞれの辺地地域の活性化を図るもので

ございます。

それでは、まず第１５号議案をお願いいたします。

表紙をめくっていただいて１ページをお願いしたいと思います。まず、作畑⋞新田辺

地の総合整備計画でございまして、人口１８７人、面積１ １平方キロメートル、辺地

度点数は１５６点でございます。

続きまして、３項目めの公共的施設の整備計画でございます。まず、町道作畑新田線

整備事業の事業費につきましては２億０００万、一般財源が２億０００万円でござ

います。その２億０００万全てが辺地対策事業債の予定額としております。続きまし

て、橋梁長寿命化修繕事業でございます。事業費は６３０万０００円で、特定財源

として社会資本総合整備交付金、道整備の部分が９７８万０００円、そして一般財源

が６５２万０００円でございます。そのうち６４０万円が辺地対策事業債の予定額で

ございます。合わせて事業費は２億６３０万０００円、特定財源が９７８万００

０円、一般財源は２億６５２万０００円となりまして、そのうち２億６４０万円

が辺地対策事業債の予定額ということでございます。

続いて、２ページ、３ページをお開きください。こちらは年次別計画表でございます。

まず、町道作畑新田線整備事業につきましては、事業内容は延長９００メートル、そ

して測量設計、用地買収、工事費で事業費は２億０００万円で、平成２８年度から３

２年度までの５年間での施行でございます。続きまして、橋梁長寿命化修繕事業は、事

業内容は８橋の修繕ということで、測量設計、修繕工事費で事業費は６３０万００

０円で、平成２８年度から３０年度までの３年間の施行でございます。

続きまして、４ページには辺地総合計画の策定に係る理由書、そして５ページには当
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該辺地の位置図、そして６ページ、７ページには町道作畑新田線整備事業のそれぞれの

図面、そして８ページには橋梁長寿命化修繕工事の計画位置図を添付しております。

続きまして、第１６号議案をお願いいたしたいと思います。

同じく表紙をめくっていただきまして、１ページでございます。大畑辺地の総合整備

計画でございまして、人口２４５人、面積 ６平方キロメートル、辺地度点数は１２２

点でございます。

３項目めの公共的施設の整備計画でございます。橋梁長寿命化修繕事業の事業費は

６６４万０００円で、特定財源として社会資本総合整備交付金、道整備が５９８万

０００円で、一般財源が０６５万０００円でございます。そのうち０６０万円

が辺地対策事業債の予定額でございます。

続いて、２ページは年次別計画表でございます。事業内容につきましては３橋の修繕

でございまして、測量設計、修繕工事で６６４万０００円で、平成２８年度の単年

度限りの施行でございます。

３ページには、辺地総合計画に係る理由書、そして４ページには当該辺地の位置図、

そして５ページには橋梁長寿命化修繕事業のそれぞれの計画位置図を載せております。

続きまして、１７号議案をお願いしたいと思います。

同じく表紙をめくっていただきまして、１ページでございます。上越知辺地の総合計

画でございまして、人口１２２人、面積 ０平方キロメートル、辺地度点数１２１点で

ございます。

３項目めの公共的施設の整備計画につきましては、橋梁長寿命化修繕事業の事業費が

００７万０００円で、特定財源として社会資本総合整備交付金、道整備が８０４

万０００円、そして一般財源が２０３万円、うち１８０万円が辺地対策事業債の

予定額でございます。

２ページ、３ページには年次計画表でございまして、事業内容は５橋を修繕する予定

で、測量設計、修繕工事費で事業費が００７万０００円で、平成２８年度から３２

年度までの５年間の施行でございます。

４ページには辺地総合計画に係る理由書、そして５ページには当該辺地の位置図、６

ページには橋梁長寿命化修繕事業の計画位置図を添付しております。

続きまして、第１８号議案をお願いしたいと思います。

同じく表紙をめくっていただきまして、１ページでございます。上小田辺地の総合整

備計画でございまして、人口２００人、面積１ ７平方キロメートル、辺地度点数１１

７点でございます。

３項目めの公共的施設の整備計画でございます。まず、峰山高原スキー場整備事業の

事業費は８億１００万円で、一般財源が８億１００万、そのうち全額が辺地対策事

業債の予定額でございます。

続きまして、町道峰山砥峰線整備事業の事業費は１億５６０万円で、一般財源が１億
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５６０万円、全額が辺地対策事業債の予定額でございます。橋梁長寿命化修繕事業の事

業費は５７６万０００円で、特定財源として社会資本整備総合交付金、道整備が３４

５万０００円、そして一般財源が２３０万０００円、そのうち２１０万円が辺地対

策事業債の予定額でございます。合わせまして事業費は９億２３６万０００円、特

定財源は３４５万０００円、一般財源は９億８９０万０００円となり、うち９億

８７０万円が辺地対策事業債の予定額でございます。

２ページ、３ページには年次別計画表でございまして、峰山高原スキー場整備事業に

つきましては、事業費は測量設計、造成工事、索道設備、人工降雪機、受電設備等の工

事で事業費が８億１００万円で、平成２８年度から２９年度までの２年間の施行でご

ざいます。続きまして、町道峰山砥峰線は、事業内容は延長３００メートル、舗装改

修工事で事業費は１億５６０万円で、平成３０年度から３２年度までの３年間の施行で

ございます。橋梁長寿命化修繕事業は、事業内容は４橋の修繕で、測量設計、修繕工事

費で事業費は５７６万０００円で、平成２８年度から３１年度までの４年間での施行

でございます。

４ページには辺地総合整備計画の理由書、そして５ページには当該辺地の位置図、６

ページ、７ページには峰山高原スキー場整備事業の図面、８ページには町道峰山砥峰線

整備事業の図面、そして９ページには橋梁長寿命化修繕事業の計画位置図を添付してお

ります。

以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第１７ 第１９号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１７、第１９号議案、神河町公の施設（かみかわ桜の山

桜華園）の指定管理者指定の件を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第１９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、神河町公の施設（かみかわ桜の山桜華園）の指定管理者指定の件でござい

ます。

かみかわ桜の山桜華園の指定管理者の指定について、指定管理者を東柏尾区とし、指

定の期間を平成２８年４月１日から平成３１年３月３１日の３年間とすることについて、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございま

す。

以上が提案の理由並びに内容でございます。
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詳細につきましては地域振興課観光振興特命参事から説明しますので、よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

地域振興課観光振興特命参事。

○地域振興課参事兼観光振興特命参事（山下 和久君） 観光特命参事の山下でございま

す。指定管理者を選定するには公募が原則とされておりますけれども、桜華園について

は、整備するに当たり、平成２年７月１７日付文書により、田町長から粟賀財産区議

会議長及び東柏尾区長に提出された、かんざき桜の名園づくり用地提供についてのお願

い文書がございます。その中で、過ぎ行く２０世紀は限りなく物の豊かさを求めてやま

ない時代でしたが、来る２１世紀は心豊かさを求める時代と言われています。町ではこ

のような人々のニーズに応え、潤いあるふるさとづくりに資するため、桜の名園をつく

ることになりましたと、東柏尾区及び粟賀財産区に協力を求めていた経緯がございます。

また、それを受けて平成２年９月１７日付で、粟賀財産区管理者の田町長と、東柏

尾区区長、田町長との間で交わされた５０年間の土地無償貸し付け契約がございます。

この契約書の中の第５条に、この土地を転貸しし、またはこの土地を使用する権利を譲

渡してはならないとされています。この契約は平成５２年までで残りが２４年あります。

そして、開園から今日に至るまで地元区が桜華園管理組合をつくり全体を管理運営し、

地域活性化と町の観光振興に寄与してまいりました。

以上のことから、一般的には指定管理者を桜華園管理組合とするのが自然な流れでは

ございますけれども、土地無償貸し付け契約が東柏尾区であることとの整合性を図るこ

と、地元区及び管理組合との協議の中で、区のほうから指定管理者を東柏尾区としてほ

しいとの申し出もございました。それによりまして、神河町公の施設に係る指定管理者

の指定等に関する条例第５条の規定により、東柏尾区を指定管理者として指定するもの

であります。

なお、この手法につきましては、兵庫県市町振興課との協議の中で、自治区を指定管

理者と指定することについては問題なし、また、桜華園管理組合が区内の一つの組織体

である場合に、そこに管理を委ねることについても特に問題なしというお話を受けてお

ります。

以上が詳細説明でございます。よろしく御審議のほどをお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第１８ 第２０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１８、第２０号議案、平成２７年度神河町一般会計補正

予算（第７号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。
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山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町一般会計補正予算（第７号）でございまして、補正予

算（第６号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでございます。

補正の主な要因は、繰越明許費として６つの事業を繰り越す予定としております。各

事業の決算見込みによる地方債の補正、地方交付税の増額、人事院勧告、退職手当組合

特別負担金、異動等による人件費の増減、給与改定による賃金の増額、国の補正による

情報セキュリティー強化対策事業費の増額、ふるさと納税寄附金の増額及びその関連経

費の増額、国の補正による地方創生加速化交付金事業の増額、国民健康保険事業、後期

高齢者医療事業、介護保険事業に係る特別会計への繰出金の増減、国の補正による臨時

福祉給付金給付事業の増額、子育て支援制度に係るシステム改修経費の増額、公立神崎

総合病院事業会計補助金の増額、地域優良賃貸住宅中村団地の決算見込みによる減額、

防災行政無線システム整備に係る設計業務委託料の決算見込みによる減額、主なものは

以上でございますが、各事業について決算見込みによりそれぞれ増減をいたしておりま

す。そして、今回の補正による財源調整として、財政調整基金繰入金を減額するもので

ございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９０８万円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９１億５７１万０００円とするもので

ございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきましては総務課財政特命参事から説明いたしますので、よろしく御審議を

お願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

総務課財政特命参事。

○総務課参事兼財政特命参事（児島 修二君） 総務課、児島でございます。それでは、

詳細を説明いたします。

まず、７ページをお開きください。第２表、繰越明許費でございます。２款総務費、

１項総務管理費、地方公共団体セキュリティー強化対策事業でございます。これにつき

ましては国の補正に対応するものでございまして、外部とのネットワーク接続のセキュ

リティー強化に係るシステム整備として、５１０万円を繰り越しして平成２８年度で

実施するものでございます。

続きまして、地方創生加速化交付金事業でございます。これも国の補正に対応するも

ので、神河町地域創生総合戦略の４つの基本目標のうち、交流から定住につなげるとい

う中で、シングルマザーの移住促進事業、そして安定した仕事を創造するという中での

環境保全型農業の展開から、高品質の野菜の生産、そして神河野菜のブランドの確立を
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目指した、かみかわアグリイノベーション事業、この２つの事業につきまして、０４

７万０００円を繰り越して２８年度で実施するものでございます。

続きまして、県道改良に伴う支障ケーブル敷設がえ事業でございます。これにつきま

しては県道改良工事が翌年度に繰り越しになったことに対応するもので、ケーブルの敷

設がえ工事として、１３４万０００円を繰り越して２８年度で実施するものでござい

ます。

続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、臨時福祉給付金等給付事業でございます。

これにつきましても国の補正に対応するもので、低所得者の高齢者向け給付金として１

人当たり３万円を支給する事業費として、９３９万円を繰り越して２８年度で実施す

るものでございます。

続きまして、７款土木費、２項道路橋梁費、社会資本整備総合交付金事業、橋梁長寿

命化修繕工事でございます。これにつきましては、年度内に発注できなかった工事費と

して、４６９万０００円を繰り越しして２８年度で実施するものでございます。

続きまして、８款消防費、１項消防費、消防水利施設整備事業でございます。これに

つきましては、当初、国庫補助事業で予算化をしておりましたけれども、補助金の不採

択により事業実施を見合わせておりましたが、このたび単独事業として緊急防災⋞減災

事業債で対応することに変更をしたため、その事業費３２２万円を繰り越して２８年

度で実施するものでございます。

続きまして、８ページをお願いいたします。第３表、地方債の補正でございます。

地方債の変更、まず広域基幹林道開設事業でございます。千ケ峰⋞三国岳線の決算見

込みを受けまして、５９０万円減額の限度額を５８０万円にするものでございます。農

業施設整備事業につきましては、水車公園の空調設備の改修に係るものでございまして、

これも１５０万円減額の限度額を４３０万円にするものでございます。道路整備事業に

つきましては９８０万円減額の４４０万円とするものでございまして、内訳につき

ましては、神崎⋞市川線支線が４０万円の減額、水走り中河原線が５１０万円の減額、

神崎⋞市川線本線が３０万円の減額、そして町道改良事業の町単の部分が４４０万円の

減額、維持改良の維持修繕が１１０万円の増額、神崎⋞市川線の単独分が８７０万円

の減額となってございます。続きまして、橋梁整備事業でございます。これにつきまし

ては長寿命化修繕事業の工事費の部分の減額でございまして、９５０万円減額の限度

額を３２０万円とするものでございます。続きまして、地域優良賃貸住宅整備事業に

つきましては、旧神崎町役場跡地に建設します住宅で、１９０万減額の１億９５０万

円とするものでございます。河川整備事業につきましては、中茶屋川の護岸改修に係る

ものでございまして、２００万円増額の２００万円でございます。消防施設整備事業

につきましては、９３０万円増額の２２０万円でございます。消防車両整備負担金事

業につきましては、神崎郡３町での管轄内で使用します消防自動車の更新費用で、姫路

市に負担する負担金でございまして、３０万減額の４６０万円でございます。防災行
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政無線システム整備事業につきましては、実施設計の決算見込みによりまして６９０

万減額の４３０万円とするところでございます。林業施設災害復旧事業につきましては、

単独災害で林道東山２号線の部分で２０万円減額の１０万円でございます。公共土木施

設災害復旧事業につきましては、単独事業で道路、河川に係るもので１５０万減額の８

４０万円でございます。地方公共団体情報セキュリティー強化対策事業につきましては、

先ほど繰越明許のところでも申し上げましたとおり、今回増額をするものでございまし

て、補正予算債と資金手当てを活用したいと考えておりまして、７５０万円の増額で

ございます。

以上、合わせまして６７０万減額の限度額の合計が１４億８８５万０００円とす

るものでございます。

続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書で説明をいたします。

１１ページ、歳入をお願いいたしたいと思います。

まず、１０款地方交付税でございます。普通交付税につきましては５０９万０００

円の増額ということで、これも国の補正によりまして当初調整分が減額をされておりま

したのが、このたびの補正によって復活をしてきたということで増額をいたしておりま

す。特別交付税３７１万０００円の減額でございます。これにつきましては、地方創

生関連の地域おこし協力隊などの事業費の減額によりまして、特別交付税もその対応で

減額をいたすものでございます。

続きまして、１２款分担金及び負担金、１項分担金でございます。まず、２目農林業

費分担金でございます。その中で県単独補助治山事業受益者分担金５８万０００円の

減額については、宮野の裏山治山に係るものの決算見込みによりまして減額をするもの

でございます。３目土木費分担金につきましては、町道改良工事受益者分担金９万０

００円の減額でございまして、これも町道裏坂線ほか４路線の確定見込みにより減額を

するものでございます。４目災害復旧費分担金につきましては２１万円の減額というこ

とで、林業施設災害復旧事業ということで、林道東山２号線の決算見込みによる減額で

ございます。続きまして、２項負担金、１目民生費負担金でございます。これにつきま

しては、寺前保育所、神崎保育園、それと管外、町外の保育所に係る分でございまして、

これも決算見込みにより減額をいたすものでございます。

続きまして、１３款使用料及び手数料、第１項使用料、１目総務使用料でございます。

１７４万０００円の減額、これについてはケーブルテレビの利用料の減ということで、

インターネット加入者の減によりまして減額をするものでございます。４目教育使用料

でございます。１４０万０００円の減額でございます。これにつきましては幼稚園保

育料でございまして、当初予算段階から子ども⋞子育て制度の制度内容が確定したこと

によりまして、それの基準によりまして保育料を算定した結果、減額をいたすものでご

ざいます。

１４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金につきましては６１万
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０００円で、保育所運営費の負担金の増でございます。これにつきましては処遇改善経

費というものが別の補助金で交付をされていたものが、制度の見直しで運営負担金に加

算をされたというところで増額でございます。

続いて、１２ページをお願いいたします。国庫補助金、１目民生費国庫補助金でござ

います。まず、年金受給者等支援臨時福祉給付金給付事業費補助金９００万円と臨時

福祉給付金等給付事務費補助金につきましては、先ほど繰越明許のところで申しました

とおり国の補正により今回増額するもので、低所得者の高齢者の方に１人３万円の支給

ということで計上をいたしております。続きまして、子どものための教育⋞保育事業の

補助金５６万０００円につきましては、子ども⋞子育て制度の新制度に対応するため

のシステム改修の補助金ということで、事業費の２分の１相当額でございます。

続きまして、３目土木費国庫補助金でございます。これにつきましては、事業費の決

算見込みによる交付金の増減でございます。道路橋梁費補助金、道整備事業交付金６４

万０００円の減額につきましては、神崎⋞市川線が２８万０００円の減額、同じく

神崎⋞市川線の支線が３４万０００円の減額、水走り中河原線が１万０００円の減

額でございます。住宅費補助金につきましては、それぞれが決算見込みによる増減でご

ざいます。その中で地域優良賃貸住宅９３３万０００円の減額、それと、その下の

地域優良賃貸住宅の整備用地買収事業と駐車場整備事業、これにつきましては、地域優

良賃貸住宅の中に当初組み入れておったものが、その部分については効果促進事業とい

うことで本体から切り離されて別の交付メニューになったということの中で、少し科目

をふやさせていただいて計上をいたしたところでございます。

続きまして、４目消防費国庫補助金８０７万０００円の減額につきましては、先ほ

ど繰越明許のところでも申し上げましたとおり、消防水利の貯水槽３基について不採択

になったということで減額をするものでございます。

続きまして、６目総務費国庫補助金でございます。その部分につきましても決算見込

みによるものでございますけども、２つ目の個人番号カード交付事業費補助金、これに

つきましては国の補正によるもので、追加交付があったために増額をするものでござい

ます。その次の地方公共団体情報セキュリティー強化対策補助金につきましても、国の

補正により追加をいたすものでございます。そして、地域住民生活等緊急支援交付金

（加速化交付金）、これにつきましても同様に国の補正によるものでございまして、シ

ングルマザーの移住支援が４４１万０００円、かみかわアグリイノベーションが

５３１万０００円、合わせまして９７３万０００円の増額でございます。

続きまして、１５款県支出金、県負担金でございます。２目民生費県負担金の３０万

０００円につきましては、先ほど国庫負担金のところで申しました理由と同じでござ

います。

続きまして、１３ページをお願いをいたします。２項県補助金、１目総務費県補助金

でございます。そのうちの市町振興支援交付金２１８万円の減額でございます。これに
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つきましては、コミバス運行経費に係る補助金の減額でございます。２目民生費県補助

金でございます。これにつきましては児童福祉の補助金でございまして、子ども⋞子育

て制度の関係でそれぞれ事業の組み替えがございましたので、それぞれ増減をいたすも

のでございます。続きまして、３目衛生費県補助金、１節保健衛生費補助金で２９３万

０００円の増額でございます。これにつきましては、平成２７年度で県において新設

をされました僻地診療所運営補助事業補助金でございまして、私どもの３つの診療所に

対する補助金でございます。補助対象基本額の３分の２の補助金ということで、大畑診

療所は１０８万０００円、川上診療所は１３１万０００円、上小田診療所は５３万

０００円、合わせまして２９３万０００円でございます。続きまして、４目農林業

費補助金でございます。これにつきましては、４目から７目までは、それぞれの事業の

決算見込みにより補助金を減額するものでございます。

続きまして、３項県委託金でございます。５目土木費県委託金につきましては、河川

クリーン作戦、県道用地取得事務のそれぞれ決算確定が出ておりますので、それぞれ減

額をするものでございます。７目の農林業費県委託金の地籍調査事業委託金につきまし

ても、委託金の確定によりまして減額をするものでございます。ナラ枯れ防除事業委託

金については、事業量の減によりましてこれも減額をするものでございます。

続きまして、１４ページをお願いをいたします。１６款財産収入、１項財産運用収入

ということで、１目利子及び配当金でございます。１２１万０００円の増額でござい

ます。これにつきましてはまちづくり基金の利子ということで、平成２６年度で積み立

てておりますまちづくり基金５億９９０万円の利子が３月２８日に１年分発生すると

いう中で今回増額をするものでございまして、これにつきましては歳出のほうで積み立

てをする予定にしております。

続きまして、１７款寄附金、１項寄附金でございます。２目の指定寄附金で３６０万

円の増額でございます。これにつきましては、神河ふるさとづくり応援寄附金というこ

とで、３６０万増額をして決算見込みが９３０万円程度になるという見込みの中で増額

をするものでございます。

続きまして、１８款繰入金、１項他会計繰入金、４目土地開発事業特別会計繰入金

２９５万０００円の減額でございます。これにつきましては、しんこうタウンの第３

期分譲の売り払い収入相当分を繰り入れするということで、３件が売れると見込んでお

りましたものが１件の収入、売り払いということになりましたので、２件相当分の減額

でございます。続きまして、２項基金繰入金、６目財政調整基金繰入金でございます。

これにつきましては４６８万０００円の減額で、このたびの補正の財源調整という

ことで減額をいたすものでございまして、この補正後の残高につきましては１６億３

４４万０００円になる予定でございます。続きまして、３項財産区繰入金でございま

す。これにつきましては、寺前財産区、そして長谷財産区のそれぞれの議員選挙のとこ

ろで無投票になったことによりまして、繰り入れを減額をするものでございます。
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続きまして、２０款諸収入、５項雑入でございます。これにつきましても、決算見込

み、交付確定の見込みによりましてそれぞれ増減をいたすものでございます。

続いて、１５ページの２１款町債につきましては、先ほど第３表で御説明したとおり

でございます。

続きまして、１６ページ、歳出をお願いいたしたいと思います。歳出につきましては、

基本的には各事業の決算見込みによりそれぞれ増減をしております。そしてまた、人件

費につきましては、人事院勧告、それと異動等によりましてそれぞれ増減を反映をいた

しております。

それでは、１款議会費でございます。１１節需用費で１２万円の増、これにつきまし

ては修繕料でございまして、議場システムの関係でパソコンのふぐあいの修繕、それと

残分表示板のケーブルの調整の修繕を行う予定といたしております。

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。まず、１節報酬６万

０００円、それと９節旅費３万０００円、これにつきましてはセンター長谷での証明

窓口業務に係る官民競争の入札に係るものでございまして、その管理委員会を設置する

ためのそれぞれの費用として今回増額をするものでございます。続きまして、ふるさと

納税に係る部分の増額でございます。まず、報償費、記念品につきましては１８０万円

の増額、それと宅配便が３６万円の増額、郵便振替払い込み料金が０００円の増額、

それと、ふるさと納税一括代行業務委託料が４１万０００円の増額でございます。続

きまして、町制記念式典の関係の決算見込みによる減額でございまして、記念品で１０

４万０００円の減額、司会者謝礼が１万０００円の減額、消耗品、印刷製本費の需

用費が９６万０００円の減額、そして役務費のはがき、切手代２万０００円の減額、

筆耕料４万０００円の減額でございます。続いて、セキュリティー関係の強化に係る

部分でございます。１３節委託料のシステム導入委託料３５０万円、ネットワーク設定

作業委託料４６４万０００円、それと一般備品で６９５万０００円、合わせまし

て５１０万円で、これを繰り越して次年度で実施をしていくという予定にいたしてお

ります。

続きまして、１７ページをお願いをいたします。４目財産管理費でございます。２５

節積立金でございまして、先ほど歳入のところでありました、ふるさと応援寄附金の３

６０万円の増額部分についてはここで積み立てをしていく予定といたしております。ま

た、まちづくり基金につきましても同様、積み立てをしていくということにしておりま

す。

続きまして、５目交通対策費でございます。コミュニティーバスの運行委託、路線バ

スの料金化の負担金につきましても、それぞれ決算見込みにより減額をするものでござ

います。

６目企画費でございます。この企画費の中に、先ほど繰越明許費のところで申し上げ

ましたように地方創生の加速化交付金事業、２つの事業が入っております。まず、シン
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グルマザーの移住支援事業が４９６万０００円でございます。そして、かみかわア

グリイノベーション事業が５５０万０００円でございます。その内訳を申し上げま

す。８節報償費、講師謝礼でアグリイノベーションが１８０万、視察研修謝礼が、シン

グルマザーが０００円、アグリイノベーションが０００円、アドバイザー謝礼とし

てアグリイノベーションが５４０万円。続きまして、旅費でございます。普通旅費が、

シングルマザーが９万０００円、アグリイノベーションが９万０００円。研修旅費

でございます、シングルマザーが１０万円。講師招聘旅費、アグリイノベーションが５

７万０００円。アドバイザー旅費、アグリイノベーションが６０万円。１１節需用費

でございます。食糧費、シングルマザーが１万円、アグリイノベーションが１万円。１

３節委託料でございます。９０万円はアグリイノベーションでございます。使用料及び

賃借料の通行料でございます。シングルマザーが２万０００円、アグリイノベーショ

ンが２万０００円。続いて、１８ページをお願いをいたします。施設使用料で、シン

グルマザーが３２万。そして負担金、補助及び交付金が、シングルマザー移住支援協議

会補助金で１４１万０００円。そして、サテライトオフィス開設補助金につきまし

てはシングルマザーで３００万、そして、かみかわアグリイノベーション補助金が６

１０万ということで、それぞれ企画費の中で計画を予算化をしていきながら繰り越しを

して、平成２８年度で国の加速化交付金をいただきながら実施をしていくという予定に

いたしております。

続きまして、２項徴税費、１目税務総務費でございます。報酬２万０００円、旅費

１万０００円の増額につきましては、それぞれ固定資産評価審査委員会の開催に係る

ものでございまして、開催回数がこのたびふえてきたということで増額をするものでご

ざいます。

続きまして、１９ページをお願いいたします。１９ページの３項戸籍住民基本台帳の

１９節負担金、補助及び交付金２０４万０００円の増額でございます。これにつきま

しては、国の補正によりまして個人番号カードの交付事業費の補助金が追加交付をされ

たという、それに対応するための支出でございます。

続きまして、４項選挙費でございます。６目寺前財産区議会議員選挙費１２３万０

００円の減額につきましては、無投票になったということによる減額でございます。

続きまして、２０ページをお願いいたします。７目長谷財産区議会議員選挙費１０６

万０００円の減額でございます。これも無投票になったための減額でございます。

続きまして、３款民生費、１項社会福祉費でございます。１目社会福祉総務費、この

中に、繰越明許のところで申し上げました臨時福祉給付事業１４９万０００円が入

ってございます。内訳を申し上げます。まず、３節職員手当ということで時間外勤務手

当１４万０００円、９節旅費１万円、１１節需用費８万０００円、１２節役務費４

０万円、１３節委託料１８１万０００円、使用料及び賃借料３万０００円、そして

１９節負担金、補助及び交付金の臨時福祉給付事業費補助金９００万ということで、
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１人当たり３万円の３００人を見込んで計上をいたしておるところでございます。続

きまして、２８節繰出金１４７万０００円の減額でございます。まず、国民健康保

険の繰出金の４４万の減額につきましては、人勧による人件費が１２万円の増額、出産

一時金に係るものが５６万円の減額でございます。続きまして、介護保険事業でござい

ます。介護保険の介護給付費に係るものが７０９万０００円の減額、職員給与に係る

部分が２１５万０００円の減額、事務費繰出金といたしまして２４９万円の増額、地

域支援事業として４３４万０００円の減額でございます。

続きまして、７目後期高齢者医療費でございます。後期高齢者医療特別会計の繰出金

で０００円の増額でございます。これにつきましては、人勧による人件費繰り出しの

増額でございます。

続きまして、２項児童福祉費でございます。これにつきましては、決算見込みによる

それぞれ減額をいたすものでございます。

それでは、次、２２ページをお開きください。２２ページの３目保育所費でございま

す。まず委託料でございます。私立保育所運営委託料の増額については、処遇改善経費

が加算されたために増額をするものでございます。公立保育所の運営費委託料の増額に

つきましては、それぞれ入所者数の増加によりふえてきたというところでございます。

子育て支援システム改修業務委託料１２４万円につきましては、国の制度の改正に伴

うシステムの改修でございまして、その２分の１が国の補助がいただけるということに

なってございます。続きまして、１９節でございます。これにつきましては、新しい子

ども⋞子育て制度の改正がございまして、その中に組み込まれておりますので減額とい

うことになってございます。

続きまして、４款衛生費、１項保健衛生費でございます。まず、１目保健衛生総務費

でございまして、１９節負担金、補助及び交付金でございます。公立神崎総合病院事業

会計の補助金０００万円の増額でございまして、これによりまして繰り出しの合計額

が５億０００万円になるところでございます。

続きまして、５目の診療所費でございまして、これにつきましては歳出の異動はござ

いませんけども、県支出金を受け入れたために財源充当をいたすところでございます。

２項環境衛生費につきましては、中播北部の行政事務組合、火葬場の分の決算見込み

により減額をするものでございます。

続きまして、２３ページのごみ処理費、し尿処理費につきましても、それぞれの一部

事務組合の決算見込みにより減額をいたすものでございます。

続きまして、５款農林水産業費、１項農業費でございます。これにつきましても、そ

れぞれ事業費の決算見込みにより減額をいたすものでございます。

続きまして、２４ページをお願いいたします。２項林業費、１目林業総務費でござい

ます。負担金、補助及び交付金で千ケ峰⋞三国岳線工事負担金でございまして、６５５

万円の減額でございまして、これは事業量の減によりまして県負担金が減額したために
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減額をするものでございます。

２目林業振興費でございます。林業振興費のそれぞれの各事業につきまして、決算の

確定の部分で減額をそれぞれいたすものでございます。

続きまして、２５ページをお開きください。２５ページの２項道路橋梁費、１目道路

橋梁維持費でございます。工事請負費７７万円の減額につきましては、電源立地地域対

策事業工事請負費でございまして、これにつきましては寺前停車場線の工事に係るもの

の減額でございます。

続きまして、道路橋梁新設改良費でございます。まず、委託料の不動産登記業務委託

料につきましては、２０万円の減額につきましては、水走り中河原線の事業の部分でご

ざいます。続きまして、工事請負費につきまして、町道新設改良工事請負費７５０万

円でございます。神崎⋞市川線が７４０万円の減額、それと神崎⋞市川線の支線が１

０万円の減額でございます。町道改良工事請負費２２０万円の減額につきましては、杉

⋞大山北所線のほか２路線の減額でございます。続きまして、２６ページをお願いいた

します。１７節公有財産購入費５３６万円の減額でございます。水走り中河原線が５２

０万円の減額、神崎⋞市川線が１６万円の減額でございます。２２節補償、補填及び賠

償金８２万０００円の減額でございます。これにつきましては立木補償費でございま

して、神崎⋞市川線の事業に係るものでございます。

続きまして、３項河川費でございます。工事請負費５００万円の減額、これにつきま

しては中茶屋川の事業量の減によりまして減額をするものでございます。

続きまして、５項住宅費でございます。住宅費につきましても、それぞれ決算見込み

によりそれぞれ事業の中で減額をいたすものでございます。

続きまして、８款消防費でございます。１目常備消防費、１９節負担金、補助及び交

付金３０万０００円の減額につきましては、神崎郡３町が使用する消防車両の更新に

関して姫路市へ負担する部分の減額でございます。

続きまして、２７ページをお願いいたしたいと思います。３目消防施設費でございま

す。これも、それぞれの事業の決算見込みにより減額をいたすものでございます。備品

購入費２４８万０００円の減額につきましては、消防ポンプ自動車２台の部分と軽四

積載車２台に係る部分のそれぞれの決算見込みによりまして減額をいたすものでござい

ます。

続きまして、４目災害対策費で１３節委託料６９６万０００円の減額でございま

す。これにつきましては、防災行政無線の設計業務委託料の確定を見ておりますので、

それに伴う減額でございます。

続きまして、９款教育費でございます。この教育費につきましても、それぞれ決算見

込みにおきまして増減をいたすものでございます。

続きまして、ページを飛んでいただいて、２９ページをお願いいたします。１３款災

害復旧費でございます。１項農林水産業施設災害復旧費でございます。１目農業用施設

－６１－



災害復旧費で１９節負担金、補助及び交付金７１万０００円の減額でございます。こ

れにつきましては、作畑農道の取り下げによる減額をいたすものでございます。

続きまして、２目林業施設災害復旧費でございます。１５節工事請負費４１万００

０円の減額でございます。これにつきましては、林道東山田２号線に係るものでござい

ます。１９節負担金、補助及び交付金５０万円の減額につきましては、大畑の南山線の

取り下げによる減額でございます。

続きまして、２項公共土木施設災害復旧費でございます。工事請負費１５０万円の減

額につきましては、それぞれ入札減による決算見込みで減額をいたすものでございます。

３０ページ以降につきましては、給与費明細書を添付をいたしております。

それでは、以上で説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたしま

す。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

ここで暫時休憩いたします。再開を２時１５分といたします。

午後１時５８分休憩

午後２時１５分再開

○議長（安部 重助君） 再開します。

⋞ ⋞

日程第１９ 第２１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１９、第２１号議案、平成２７年度神河町介護療育支援

事業特別会計補正予算（第３号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第３号）でござ

いまして、補正予算（第２号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、人事院勧告に伴う人件費１５万０００円の増額補正をいたしており、

同額、予備費を減額いたしております。

以上が提案の理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２０ 第２２号議案
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○議長（安部 重助君） 日程第２０、第２２号議案、平成２７年度神河町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）でござ

いまして、補正予算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の主な要因は、歳入では、主なものとして、国民健康保険税の決算見込みで７

７４万０００円の減額、国庫補助金のうち特別調整交付金５０９万円の減額、療養給

付費交付金４６６万０００円の減額、共同事業交付金５０５万０００円の増額

でございます。歳出では、主なものとして、人事院勧告による人件費の増額、そして保

険給付費の退職療養給付費３８７万０００円の減額、高額療養費のうちの一般高額

療養費４３１万０００円の減額、保健事業費の特定健康診査等事業費５２２万００

０円の減額、財政調整基金積立金３００万０００円の増額でございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９１万０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億８７５万０００円とするも

のでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきまして住民生活課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いい

たします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。それでは、詳細を説

明させていただきます。決算見込みに基づいて各科目の補正をしております。

それでは、予算事項別明細書の７ページをごらんになってください。歳入の部、１款

国民健康保険税は一般と退職の現年課税分の説明欄の中の３項目、医療給付費分、後期

高齢者支援金分、介護納付金分について全て決算見込みによるもので、税合計で７７

４万０００円の減額、これは一般被保険者の基準所得が大幅に減少したためです。

３款国庫支出金、１項国庫負担金の１目療養給付費等負担金は、一般被保険者の医療

費の見積もり方を減額調整し３８２万０００円の減額、２目高額医療費共同事業負担

金は歳出の共同事業拠出金算定額の確定により３１万０００円の増額、２項国庫補助

金、１目財政調整交付金のうち普通調整交付金は、一般医療費の見積もり方を減額調整

し１０７万０００円の減額、特別調整交付金は、データヘルス計画の申請を２７年度

は取りやめたため５０９万円の減額。
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４款療養給付費交付金、１節の現年度分は、歳出の退職の療養給付費の減少に伴い

４６６万０００円の減額。

８ページをお願いします。８ページ、６款県支出金、１項県負担金、１目高額医療費

共同事業負担金は、歳出の共同事業拠出金算定額の確定により３１万０００円の増額、

２項県補助金、１目財政調整交付金は、一般医療費の見積もり方を減額調整し７１万

０００円の減額、２目国保育成指導費補助金は、同補助額の確定により２０万０００

円の増額。

７款共同事業交付金、説明欄の高額医療費共同事業交付金は８１１万０００円、

保険財政共同安定化事業交付金６９３万０００円の増は、いずれも決算見込みによ

る増額であります。

９款繰入金の１項他会計繰入金の１目一般会計繰入金、２節職員給与費等繰入金は、

人事院勧告による一般人件費の増加に伴い増額するもので、１２万円の増額。３節出産

育児一時金繰入金は、支給額の決算見込みにより５６万円の減額を計上しています。

９ページ、歳出の部。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で人事院勧告に

よる一般人件費の増と嘱託職員の賃金改定による増で１９万０００円の増額。

２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費は、医療費の見積もり

方を減額調整し７５２万０００円の減額、２目退職被保険者等療養給付費は被保険者

減により医療費も減少し３８７万０００円の減額、３目一般被保険者療養費は決算

見込みにより１２万０００円の減額、４目退職被保険者等療養費は決算見込みにより

４万０００円の減額、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費は、見積もり方

を減額調整し４３１万０００円の減額、２目退職被保険者等高額療養費は、退職被保

険者の減による高額療養費７４万０００円の減額。１０ページ、参ります。１０ペー

ジ、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金は決算見込みにより８４万円の減額、６項

精神⋞結核医療賦課金、１目精神⋞結核医療賦課金は決算見込みにより６万０００円

の増額。

７款共同事業拠出金、１目高額医療費拠出金は拠出金の確定により１０１万０００

円の増額、２目保険財政共同安定化事業拠出金も拠出金の確定により２３万０００円

の増額。

８款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費は、データ

ヘルス計画を２８年度実施に変更するため５２２万０００円の減額、２項保健事業費、

１目保健事業趣旨普及費は、人間ドック健診補助金を５件追加するため１０万０００

円の増額。

９款基金費の１目財政調整基金積立金は、共同事業交付金が拠出金より多く見込まれ

るため、財政調整基金に積み立てます財政調整基金積立金３００万０００円の増額。

これらにより、歳入歳出の補正額合計をそれぞれ１９１万０００円の増額とするも

のであります。
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以上、詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第２１ 第２３号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２１、第２３号議案、平成２７年度神河町後期高齢者医

療事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）でご

ざいまして、補正予算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するもので

ございます。

補正の内容は人件費に係る補正でありまして、人事院勧告による増額と共済費の標準

報酬制の導入による減額です。

事項別明細書の４ページをお願いいたします。歳入では、繰入金の事務費繰入金０

００円の増額を計上しています。歳出では、総務費の一般管理費の給与を０００円増

額、同じく職員手当等を３万０００円の増額、同じく共済費の職員共済組合負担金を

共済費の標準報酬制の導入などで２万０００円の減額、同じく職員退職手当組合負担

金を０００円の増額を計上しています。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３７８万０００円とするものでござい

ます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

日程第２２ 第２４号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２２、第２４号議案、平成２７年度神河町介護保険事業

特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）でございま
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して、補正予算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござい

ます。

補正の主な要因は、歳入において、１つ、介護保険料の減額、２つ、介護保険給付費

の減額に伴う国、県等の負担金及び交付金並びに繰入金の減額が主なものでございます。

歳出においては、１つ、介護保険給付費の減額、２つ、地域支援事業費の増額、３つ、

介護給付費準備基金積立金の増額、４つ、人事院勧告による職員手当等の増額が主なも

のでございます。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４４２万０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億８５９万０００円とす

るものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきまして健康福祉課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いい

たします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

健康福祉課長。

○健康福祉課長兼地域局長（大中 昌幸君） 健康福祉課の大中でございます。第２４号

議案の詳細について御説明申し上げます。事項別明細書以下で説明させていただきます

ので、よろしく御了承ください。

まず、７ページをごらんいただきたいと思います。歳入でございます。１款１項１目

第１号被保険者保険料１３９万０００円の減額でございます。この減額の要因は、当

初見込んでいました階層別推計人数と実際の階層別人数に若干の差があったため、介護

保険料を約 ５％減額するものでございます。

続いて、４款１項１目介護給付費負担金、現年度分８０２万０００円の減額でござ

います。この減額の要因は介護給付費の減額に伴うもので、決算見込みとの差額でござ

います。過年度分についても０００円の減額でございます。４款２項１目調整交付金、

現年度分４０９万円の減額です。減額の要因は、介護給付費減額に伴う決算見込み額で

ございます。２目地域支援事業交付金（介護予防事業）については１５５万０００円

の増額でございます。この増額の要因は、平成２７年度から補助対象額の上限が変更さ

れ、補助対象の人件費について、当初１名分から２名分に変更したことに伴う決算見込

み額でございます。３目地域支援事業交付金（包括的支援事業⋞任意事業）については

６１万０００円の減額でございます。この減額の要因としましては、２目の説明と関

連いたしますが、補助対象の人件費について、当初４名分から３名分に変更したことに

伴う決算見込み額でございます。

５款１項１目介護保険給付費交付金、現年度５８８万０００円の減額でございま

す。これも介護給付費の減額に伴う決算見込み額でございます。２節過年度分は００

０円の減額でございます。２目地域支援事業交付金、現年度分１７４万０００円の増
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額でございます。この増額の要因としましては、この補助金の上限が変更されたことに

伴う決算見込みでございます。２節過年度分は０００円の減額でございます。

続いて、８ページをごらんください。６款１項１節介護給付費負担金、現年度分７１

４万０００円の減額でございます。この減額の要因としましては、介護給付費の減額

に伴うもので決算見込みとの差額でございます。２節過年度分は０００円の減額でご

ざいます。２項１目地域支援事業交付金（介護予防事業）、現年度分については７７万

０００円の増額でございます。この増額の要因は、４款２項２目の国庫補助金と同様、

補助対象額の上限が変更され、補助対象の人件費について、当初１名から２名に変更し

たことに伴う決算見込み額でございます。２節過年度分は０００円の減額でございま

す。２目地域支援事業交付金（包括的支援事業⋞任意事業）、現年度分については３０

万０００円の減額でございます。この減額の要因としましては、国庫補助金と同様、

補助対象の人件費について、当初４名から３名に変更したことに伴う決算見込み額でご

ざいます。２節過年度分は０００円の減額でございます。

８款１項１目一般会計繰入金、現年度分については７０９万０００円の減額でござ

います。この減額の要因は、介護給付費の減額に伴うもので決算見込み額との差額でご

ざいます。２目一般会計繰入金については、１節職員給与費等繰入金については２１５

万０００円を減額、２節事務費繰入金については２４９万円の増額、３節地域支援事

業（介護予防事業）については７７万０００円の増額、４節地域支援事業（包括支援

事業⋞任意事業）については５１２万０００円の減額、５節介護保険料軽減負担金繰

入金については６万０００円の増額でございます。要因としましては、それぞれ決算

見込みによるものでございます。

続きまして、９ページをお願いします。１款１項１目資格業務管理費、２節給料、３

節職員手当、４節共済費、合計１５万０００円については、人事院勧告と社会保険料

の報酬改正による差額でございます。２目サービス業務管理費、２節給料、３節職員手

当、４節共済費、計６万０００円についても同様でございます。７節、訪問調査員で

あります嘱託⋞臨時職員の賃金３万０００円については、人事院勧告によるものでご

ざいます。３項１目７節介護認定審査会の嘱託職員の賃金については、先ほど２目７節

で説明したとおりです。

２款１項１目介護保険給付費諸費については、決算見込みによりまして当初予算の

６％に当たる６７４万０００円を減額するものでございます。

３款１項１目２節給料、職員手当、共済費については、先ほど説明したとおりでござ

います。９節旅費、１１節需用費、１２節役務費、１３節委託料の合計２０万０００

円については決算見込みによるものでございます。２項１目ケアマネジメント事業費、

３節職員手当、４節共済費の２万０００円については、先ほど説明しましたとおりで

ございます。８節報償費から１４節までの合計１５万円の減額については決算見込みに

よるものでございます。２目７節賃金、８節報償費の合計３０万については、決算見込
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みによる減額でございます。１８節備品購入費２４８万円につきましては、認知症を早

期に発見するためのタッチパネルのノートパソコンの購入費と最新のソフト購入費、そ

して無線ＬＡＮを利用したプリンターを購入するための経費でございます。３年前に購

入しましたタッチパネルは、これまで約６００人に使用しましたが、町内の公民館な

どに持ち運ぶのは大変不便なデスクトップ型であり、また、バージョンアップされたソ

フトが開発されたこと、それと、２７年度の補助金の枠内で町負担５０万円弱で買える

ということから、今回の補正予算で計上させていただきました。４目在宅医療⋞介護連

携推進事業費については、会議の実施回数増により委員謝金が不足したため３万００

０円を増額いたします。

６款１項１目介護給付費準備基金積立金については、保険給付費と地域支援事業費の

歳入の合計から保険給付費と地域支援事業費の歳出合計を差し引いた額を準備基金に積

み立てるものでございます。決算見込みにより９７５万０００円の増額でございます。

７款１項１目予備費については、神崎郡介護認定審査会不足分として予備費から充当

し、３万０００円の減額でございます。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２３ 第２５号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２３、第２５号議案、平成２７年度神河町土地開発事業

特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）でございま

して、補正予算（第１号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでござい

ます。

補正の内容は、土地の売り払い収入の減額をするものでありまして、事項別明細書の

４ページのとおりということで、見ていただければと思います。歳入で土地売り払い収

入を２９５万０００円減額し、歳出で貝野宅地造成事業費の繰出金を２９５万

０００円減額するものでありまして、当初予算では３区画の販売を予定していましたが、

１区画の販売であったため２区画分を減額するものであります。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２９５万０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ０８３万０００円とするもの

でございます。
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以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２４ 第２６号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２４、第２６号議案、平成２７年度神河町老人訪問看護

事業特別会計補正予算（第４号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町老人訪問看護事業特別会計補正予算（第４号）でござ

いまして、補正予算（第３号）以降、補正要因が生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、歳入では、利用者が減ったことにより事業収入を１２０万円減額して

います。歳出では、主なものといたしまして、人事院勧告に伴う人件費３２万０００

円を増額、委託費では、委託しています姫路市香寺地区の利用者が減ったことにより１

００万円減額、備品購入費では、車両購入の必要がなくなったことと訪問看護システム

導入経費が減ったことにより２１９万０００円減額しています。また、一時借入金利

子を１万円増額しております。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額からそれぞれ１２０万円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３０７万０００円とするものでございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑につきましては第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２５ 第２７号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２５、第２７号議案、平成２７年度神河町産業廃棄物処

理事業特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第２号）でご

ざいまして、補正予算（第１号）以降、補正要因が生じたものについて補正するもので

ございます。
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補正の内容は、歳入では、使用料及び手数料は４８６万円の増額で、要因は、建設残

土等搬入量が当初見込みの０００トンから年度末見込みで１万トンと見込まれるため

でございます。歳出では、委託料７２万円の増額で、搬入量の増及び除雪業務の追加に

よる管理業務の増のためです。使用料及び賃借料は６万０００円の増額で、搬入量増

に伴う住石マテリアルズ株式会社への橋梁使用料の増であります。基金積立金は４０７

万０００円の増額で、搬入量による使用料増のうち余剰金額を積み立てるものでござ

います。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４８６万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６８万０００円とするものでございます。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２６ 第２８号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２６、第２８号議案、平成２７年度神河町寺前地区振興

基金特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町寺前地区振興基金特別会計補正予算（第２号）でござ

いまして、補正予算（第１号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでご

ざいます。

補正の内容は、歳入では、各地区からの申請によりまして振興基金繰入金を８２０万

０００円、基金運用における国債購入⋞譲渡収益によりまして利子及び配当金を２８

８万０００円増額いたします。その増額分を、歳出、振興基金費、積立金に２８８万

０００円増額し、基金を積み立てます。また、地域振興費、負担金、補助及び交付金

に８２０万０００円増額し、各地区の施設整備事業に補助いたします。

これらによりまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０９万０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１０万０００円とするもので

ございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２７ 第２９号議案
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○議長（安部 重助君） 日程第２７、第２９号議案、平成２７年度神河町水道事業会計

補正予算（第３号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第２９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町水道事業会計補正予算（第３号）でございまして、補

正予算（第２号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正の内容は、予算第３条の収益的収入の予定額で、営業収益では加入分担金の件数

の増加等により５２万０００円の増額、営業外収益では、統合に伴う変更認可業務の

確定等により、一般会計補助金及び消費税及び地方消費税の減額、長期前受け金戻入で

増額し、合計で９８２万０００円の増額、収益的支出の営業費用では、人事院勧告に

伴う人件費の増により２９万０００円の増額、営業外費用では消費税の納付及び４条

の特定収入の費用化により４６４万円の増額、これらにより、水道事業収益及び費用そ

れぞれ０３５万０００円増額し４億６７４万０００円に補正、これらの財源と

して予備費を５４１万０００円増額いたします。

次に、予算第４条の資本的支出の建設改良費の事務費では、人事院勧告に伴う人件費

の増により３万０００円を増額し４億７６３万円に補正いたします。資本的収入額が

資本的支出額に対し不足する額１億９６７万０００円は、過年度分損益勘定留保資

金等で補填いたします。

以上が提案理由並びに内容でございます。

詳細につきまして上下水道課長が御説明申し上げます。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

上下水道課長。

○上下水道課長（中島 康之君） 上下水道課の中島でございます。それでは、第２９号

議案について詳細説明をさせていただきます。

３ページをごらんください。収益的収入でございます。３目その他営業収益の３、手

数料ですが、加入件数の増により設計審査⋞竣工検査手数料等が増額するもので、３万

円の増額をいたします。４、雑収益ですが、加入分担金が当初１７件でしたが、２３件

にふえたことにより４９万０００円の増額をいたします。２項営業外収益の２目他会

計補助金では、変更認可申請業務委託料が減額で確定したことにより１３万０００円

の減額をいたします。３目消費税及び地方消費税については、当初納付の予定をしてお

りましたが、建設改良費が減額になったことにより還付になる見込みになったため、４

９９万０００円の減額をいたします。４目長期前受け金戻入については、固定資産明

細書を確認したところ、国⋞県補助金と工事負担金の償却分に追加がありましたので、

４９５万０００円の増額をいたします。
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４、５ページをごらんください。収益的支出でございます。４ページから５ページの

５目総係費は、人事院勧告による人件費の補正となります。５ページの２項営業外費用

の２目消費税及び地方消費税については、先ほども収入のところで説明しましたが、還

付から納付になる見込みのための補正で２０万円の増額補正を行います。３目雑支出で

すが、４条予算で国庫補助金、負担金の収入を計上していますが、特定収入となります

ので消費税相当分を費用化する必要があるため４４４万円の予算計上をいたします。４

項１目予備費ですが、３条予算の収支均等のため５４１万０００円の増額をいたしま

す。

６ページ、７ページをごらんください。資本的支出で職員１名分の人件費を事務費と

して計上しておりますので、人事院勧告による人件費の補正となります。

８ページはキャッシュフロー計算書で、９、１０ページは給与費明細書になっており

ます。

以上で詳細説明とさせていただきます。よろしく御審議いただきますようお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２８ 第３０号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２８、第３０号議案、平成２７年度神河町下水道事業会

計補正予算（第３号）を議題といたします。

上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度神河町下水道事業会計補正予算（第３号）でございまして、

補正予算（第２号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございます。

補正内容は、予算第３条の収益的支出の予定額で、人事院勧告に伴う人件費の増額補

正で、時間外勤務手当との調整により下水道事業収益及び費用それぞれ７億８４１万

０００円に変更はありません。

以上が提案理由並びに内容でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承を願います。

⋞ ⋞

日程第２９ 第３１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第２９、第３１号議案、平成２７年度公立神崎総合病院事

業会計補正予算（第４号）を議題といたします。
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上程議案に対する提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第３１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２７年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第４号）でございまし

て、補正予算（第３号）以降、補正要因の生じたものについて補正するものでございま

す。

補正の主な要因は、収入において、上半期における入院、外来収益が患者数等が減っ

たことにより３００万円減額しています。負担金交付金においては、決算見込みによ

り０００万円増額しております。支出では、人件費において、人事院勧告による増及

び職員の異動等による増減により４９９万０００円減額しております。また、給食

材料費において入院患者における特別食がふえたこと、経費において大学からの派遣非

常勤医師の単価がふえたことなどにより増額しております。

これら収入支出の総額を３００万円増額し、予算総額を３５億２０９万０００円

にするものでございます。

以上が提案の理由並びに内容でございます。

詳細につきまして病院総務課長から御説明いたしますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 秀明君） 病院の藤原でございます。それでは、詳細

説明をさせていただきます。

予算実施計画で説明をさせていただきますので、３ページをお願いいたします。３ペ

ージの収益的収入の１款病院事業収益の１項医業収益、１目入院収益では、上半期の入

院患者数の減によりまして０００万円減額しております。２目外来収益では、同様に

３００万円減額しております。２項医業外収益では、１目負担金交付金では一般会計

の負担金を０００万円増額をいただいております。

４ページをお願いいたします。４ページの収益的支出の１款病院事業費用、１項医業

費用、１目給与費は、人事院勧告及び異動によりまして４９９万０００円を減額し

ております。

人件費が６ページ、７ページまでわたりますので、７ページをお願いいたします。７

ページの２目材料費につきましては、給食材料費を１４０万円増額をいたしております。

これは、流動食などの特別食の材料購入がふえたことによる増額でございます。３目経

費では、１節報償費を４１万円増額しております。これは、手術応援などの非常勤医師

の単価の増によるものです。２節食糧費は、来客賄いなどで５万円を増額いたしており

ます。７目研究研修費の図書費は、制度改正などがありまして、図書購入がふえたこと
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によりまして１万円増額をいたしております。

９ページはキャッシュフロー計算書、１０ページ以降は給与費明細書を添付させてい

ただいております。

以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 提案説明が終わりました。

なお、質疑については第３日目以降に行いますので、御了承願います。

⋞ ⋞

○議長（安部 重助君） ここでお諮りいたします。日程の途中ですが、本日の会議はこ

れで延会いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。本日はこれで延会とすることに決

定しました。

次の本会議は、３月２日午前９時再開いたします。

本日はこれで延会いたします。どうも御苦労さんでした。

午後３時０２分延会
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